
主な内容
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2-3
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4-10

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11
・・・・・・・・・・ 12-13

・・・・・・・・・・・・・ 14-17
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●地域おこし協力隊活動紹介
●子育て応援カード協賛店紹介
●食育月間
●市民討議会／起業家支援窓口 ほか
●20年度決算財務４表の公表 ほか 
●地域の風～支所からのたより～
●ときめきネットワーク／元気予報 ほか
●まちの話題TOPICS
●お知らせ・ガイド ほか
●ジュニア芸術祭 －奴奈川小学校－

　５月30日㈰、蒲生集落で、10年以上前から交流のあ
る早稲田大学のまつだい早稲田じょんのびクラブの学生
と、菜の花のお花見を開催しました。菜の花プロジェクト
として、昨年初めていっしょに植えた約1.2ヘクタールの
菜の花が見事に満開。クイズ大会や昼食会で交流を深め、
菜の花畑に明るい声が響き渡りました。

　５月30日㈰、蒲生集落で、10年以上前から交流のあ
る早稲田大学のまつだい早稲田じょんのびクラブの学生
と、菜の花のお花見を開催しました。菜の花プロジェクト
として、昨年初めていっしょに植えた約1.2ヘクタールの
菜の花が見事に満開。クイズ大会や昼食会で交流を深め、
菜の花畑に明るい声が響き渡りました。

５月30日㈰、蒲生集落で、10年以上前から交流のあ５月30日㈰、蒲生集落で、10年以上前から交流のあ５月30日㈰、蒲生集落で、10年以上前から交流のあ５月30日㈰、蒲生集落で、10年以上前から交流のあ

菜の花で一杯菜の花で一杯菜の花で一杯
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地
域
お
こ
し

　

  

協
力
隊
紹
介

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
平
成
21
年

度
か
ら
３
か
年
で
行
う
地
域
支
援
活
動

事
業
で
す
。
人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど

の
進
行
が
著
し
い
地
域
に
お
い
て
、
都

市
部
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
そ

の
定
住
を
図
る
こ
と
で
、
意
欲
あ
る
都

市
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
な
が
ら
、

地
域
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。

　
現
在
市
内
で
は
、
11
人
の
協
力
隊
員

を
十
日
町
・
中
里
・
松
代
・
松
之
山
の

各
地
域
に
配
置
し
て
い
ま
す
。
７
月
に

は
全
地
域
に
隊
員
を
配
置
し
、
最
終
的

に
は
15
人
体
制
で
活
動
す
る
予
定
で

す
。

■
協
力
隊
の
活
動
内
容
と
配
置
状
況

　
市
内
に
は
、
東
京
都
・
埼
玉
県
・
神

奈
川
県
・
栃
木
県
・
山
形
県
か
ら
移
住

し
て
き
た
11
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

11
人
の
協
力
隊
員
は
、
一
般
公
募
に
よ

り
選
ば
れ
ま
し
た
。
隊
員
の
皆
さ
ん
は

市
内
に
移
住
し
て
き
た
後
、
市
の
嘱
託

職
員
と
し
て
、
担
当
の
地
域
で
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
協
力
隊
は
、
地

域
内
で
の
農
林
業
へ
の
支
援
活
動
を
は

じ
め
、
地
域
行
事
な
ど
へ
の
協
力
や
都

市
と
の
交
流
支
援
、
地
域
住
民
の
生
活

支
援
活
動
な
ど
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
協
力
隊
は
、
平
成
21
年
９
月
の
松
之

山
地
域
（
上
布
川
地
区
）
で
の
活
動
を

皮
切
り
に
、
10
月
に
は
中
里
地
域
（
高

道
山
地
区
）、
11
月
に
松
代
地
域
（
奴

奈
川
地
区
）、
22
年
２
月
か
ら
は
十
日

町
地
域
（
飛
渡
地
区
）
に
も
活
動
が
広

が
り
ま
し
た
。
本
年
度
に
入
っ
て
か
ら

も
４
月
に
中
里
地
域
の
倉
俣
地
区
で
、

６
月
に
は
十
日
町
地
域
の
吉
田
地
区
と

東
下
組
地
区
、松
代
地
域
の
中
部
地
区
、

松
之
山
地
域
の
浦
田
地
区
で
も
活
動
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

■
主
な
取
り
組
み

　
協
力
隊
の
中
に
は
、
地
域
で
か
わ
ら

版
を
発
行
し
、
活
動
内
容
の
報
告
に
努

め
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
地
域
の
実
情

に
よ
り
活
動
内
容
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
各

協
力
隊
は
そ
の
地
域
に
住
み
込
み
、
地

域
で
行
わ
れ
る
活
動
に
参
加
し
た
り
、

田
植
え
や
稲
刈
り
を
手
伝
っ
た
り
す
る

な
ど
、
地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

信
頼
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

地
域
が
抱
え
る
問
題
に
対
し
て
、
い
っ

し
ょ
に
考
え
て
行
動
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
松
之
山
地
域
で
昨
年
12
月

か
ら
始
ま
っ
た
新
し
い
取
り
組
み
が

「
上
布
川
さ
・
ポ
ー
ト
事
業
」
で
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
足
腰
の
弱
い
お
年

寄
り
の
た
め
に
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、

上
布
川
地
区
の
住
民
を
対
象
に
、
協
力

隊
が
松
之
山
商
店
街
へ
の
買
い
物
と
松

之
山
診
療
所
へ
の
薬
の
受
け
取
り
を
代

行
し
て
自
宅
ま
で
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
地
域
の
集
い
の

場
と
し
て
直

売
所
の
設
置

を
企
画
す
る

な
ど
、
こ
れ

か
ら
も
必
要

と
さ
れ
る
支

援
を
提
供
し

て

い

き

ま

す
。

６月１日現在の地域おこし協力隊配置状況

地　域 地区（集落） 人数

十日町地域
飛渡地区（池谷中心）、吉田地
区（鉢・中手・中平・名ヶ山
中心）、東下組地区

３人

中 里 地 域
高道山地区（白羽毛ほか）、倉
俣地区（芋川・清田山中心）

３人

松 代 地 域
奴奈川地区（星峠中心）、中部
地区

２人

松之山地域 上布川地区、浦田地区 ３人

合　　　　計 11人

　地方にとって都市部への人口流出が問題視

されているなか、農業の復権やふるさと回帰

など、地方での生活が見直されてきていま

す。一方市内では、人口減少や高齢化の進行

により集落活動の維持が困難になっている地

域が増えることが想定され、その対策が急務

とされています。そこで市では、定住意欲の

ある都市住民の移住をサポートし、併せて地

域の活動に協力してもらおうと、地域おこし

協力隊事業を始めました。

選
ば
れ
て
住
み
継
が
れ
る
十
日
町
市
へ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

■
問
合
せ

：

企
画
政
策
課
協
働
推
進
係
　
☎
７
５
７

｜

３
６
９
３

真剣に話し合う協力隊員

　
11
人
の
協
力
隊
の
う
ち
、
４
月
ま
で

に
配
置
し
た
７
人
の
隊
員
を
紹
介
し
ま

す
。
６
月
か
ら
配
置
し
た
４
人
の
隊
員

に
つ
い
て
は
、
今
後
採
用
を
予
定
し
て

い
る
４
人
の
隊
員
と
併
せ
て
後
日
紹
介

し
ま
す
。

①
配
置
地
区
（
集
落
）

②
配
置
時
期

③
前
住
地

④
抱
負

⑤
十
日
町
市
の
印
象

①
松
之
山
／
上
布
川
地
区

②
平
成
21
年
９
月
１
日

③
神
奈
川
県

④
隊
員
と
し
て
地
域
に
溶
け
込
み
、
将

来
的
に
は
松
之
山
に
定
住
し
た
い
で

す
。

⑤
織
物
や
き
も
の
の
印
象
か
ら
「
深
雪

と
棚
田
の
里
山
・
十
日
町
市
」
と
い

う
印
象
に
変
わ
り
ま
し
た
。

①
松
之
山
／
上
布
川
地
区

②
平
成
21
年
９
月
１
日

③
東
京
都

④
松
之
山
で
の
生
活
を
と
お
し
て
、
田

畑
の
仕
事
や
郷
土
料
理
な
ど
を
身
に

付
け
、
楽
し
み
た
い
で
す
。

⑤
自
給
自
足
に
近
い
生
活
が
で
き
、
棚

田
の
景
観
保
持
の
担
い
手
と
し
て
生

き
て
い
け
る
こ
と
は
、
と
て
も
ぜ
い

た
く
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

①
中
里
／
高
道
山
地
区（
白
羽
毛
ほ
か
）

②
平
成
21
年
10
月
１
日

③
神
奈
川
県

④
地
域
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
料
理
や
知

恵
を
教
え
て
も
ら
い
、
紙
面
に
残
し

た
い
で
す
。

⑤
方
言
が
き
つ
く
聞
こ
え
ま
し
た
が
、

最
近
は
か
わ
い
い
と
思
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

①
松
代
／
奴
奈
川
地
区
（
星
峠
中
心
）

②
平
成
21
年
11
月
１
日

③
栃
木
県

④
地
元
の
人
た
ち
と
観
光
客
や
里
山
に

あ
こ
が
れ
る
人
た
ち
な
ど
が
つ
な
が

る
き
っ
か
け
作
り
の
お
手
伝
い
を
し

た
い
で
す
。

⑤
街
中
の
便
利
さ
を
享
受
し
な
が
ら
、

自
然
あ
ふ
れ
る
里
山
で
生
活
が
で
き

る
こ
と
は
最
高
の
ぜ
い
た
く
で
す
。

①
十
日
町
／
飛
渡
地
区
（
池
谷
中
心
）

②
平
成
22
年
２
月
５
日

③
東
京
都

④
農
業
や
過
疎
、環
境
の
問
題
解
決
や
、

地
域
社
会
の
復
興
・
伝
統
文
化
継
承

の
た
め
に
取
り
組
み
た
い
で
す
。 

⑤
親
切
な
人
が
多
い
で
す
。
米
や
山
菜

な
ど
食
べ
物
が
お
い
し
く
、
自
然
豊

か
で
住
み
心
地
が
良
い
で
す
。

①
中
里
／
倉
俣
地
区
（
清
田
山
中
心
）

②
平
成
22
年
４
月
１
日

③
東
京
都

④
住
民
の
人
た
ち
に
青
春
時
代
を
思
い

出
し
て
も
ら
い
、
今
以
上
に
活
力
が

あ
ふ
れ
る
集
落
を
い
っ
し
ょ
に
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

⑤
何
と
言
っ
て
も
人
が
温
か
い
で
す
。

そ
し
て
、
生
き
る
力
が
強
い
と
感
じ

ま
す
。

①
中
里
／
倉
俣
地
区
（
芋
川
中
心
）

②
平
成
22
年
４
月
１
日

③
山
形
県

④
地
域
資
源
の
発
掘
と
情
報
受
発
信
に

取
り
組
み
、
若
者
が
定
住
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
た
い
で
す
。

⑤
生
活
に
雪
が
深
く
関
係
し
て
い
て
、

国
道
は
道
幅
が
広
く
、
３
階
建
て
の

家
が
多
い
印
象
を
受
け
ま
す
。

苗出し作業を手伝う中島隊員（左から２人目）／中里地域
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松
まつ

木
き

　毅
たけし

さん

佐
さ

藤
とう

　美
み ほ こ

保子さん中
なかじま

島　志
し の

野さん

宮
みやはら

原　大
ひ ろ き

樹 さん多
た だ

田　朋
ともよし

孔さん

深
ふかやま

山　恭
きょうすけ

介さん森
もり

谷
や

　哲
てつろう

郎さん



　
７
月
か
ら
始
ま
る
地
域
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
協
賛
店
独

自
の
優
遇
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
５
月
31
日
現
在
の
協
賛
店
（
２

９
８
店
舗
）
を
一
挙
紹
介
し
ま
す
。（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

　
事
業
内
容
や
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
方
法
は
、
市
報
４
月
25
日
号
・
５
月
25
日
号
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
各
店
舗
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

■
買
物
（
79
店
舗
）

【
十
日
町
地
域
】

◆
藍
匠
（
呉
服
・
和
装
小
物
・
山
菜
・

ジ
ャ
ム
・
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
20
％
Ｏ

Ｆ
Ｆ
）
◆
青
山
商
店
下
川
原
店
（
商
品

10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
い
ち
粒
（
商
品
20
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
衣
料
館
ま
ん
ば
（
１
回
の

買
物
に
つ
き
３
点
ま
で
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
※

一
部
商
品
を
除
く
）
◆
イ
ン
テ
リ
ア
マ

ー
ト
ダ
イ
ユ
ウ
（
商
品
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
※

現
金
払
い
の
み
）◆
魚
沼
山
菜
農
園（
四

季
の
山
菜
・
ジ
ャ
ム
・
サ
プ
リ
メ
ン
ト

20
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
魚
沼
の
里
芳
屋
（
Ｔ

Ｏ
Ｐ
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
２
倍
進
呈
）
◆

エ
フ
ワ
ン
十
日
町
店
（
商
品
５
％
Ｏ
Ｆ

Ｆ
）
◆
小
川
電
機
商
会
（
商
品
５
％
Ｏ

Ｆ
Ｆ
）
◆
小
国
屋
（
商
品
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

◆
菓
子
司
福
沢
屋
（
商
品
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ

※
売
り
出
し
日
を
除
く
）
◆
か
じ
ま
や

靴
店
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
３
倍

進
呈
）
◆
カ
ネ
カ
樋
口
金
物
店
（
Ｔ
Ｏ

Ｐ
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
５
倍
進
呈
）
◆
カ

バ
ン
の
ハ
ギ
ヤ
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
カ
ー
ド
ポ
イ

ン
ト
３
倍
進
呈
）
◆
か
み
つ
ね
（
Ｔ
Ｏ

Ｐ
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
２
倍
進
呈
）
◆
家

楽
（
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
・
出
産
お
祝

い
購
入
で
金
額
の
10
％
分
を
次
回
に
使

え
る
金
券
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
※
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
品
は
除
く
）
◆
川
治
食
品
販

売
〔
川
治
米
店
〕（
米
・
も
ち
・
そ
ば

５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
※
現
金
払
い
の
み
）
◆
き

さ
ら
ぎ
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
２

倍
進
呈
）
◆
キ
ジ
マ
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
カ
ー
ド

ポ
イ
ン
ト
２
倍
進
呈
も
し
く
は
商
品
５

地
域
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業　

■
問
合
せ
　
子
育
て
支
援
課
☎
７
５
７
―
３
７
１
９

子
育
て
を
応
援
し
て
く
れ
る

　
　
　
　
協
賛
店
を
紹
介
し
ま
す

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
※
食
品
・
セ
ー
ル
品
を
除
く
）

◆
木
村
屋
妻
有
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
店
（
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
５
％
Ｏ
Ｆ

Ｆ
）
◆
木
村
屋
本
店
（
バ
ー
ス
デ
ー
ケ

ー
キ
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
き
も
の
和
の
風

（
商
品
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
寿
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド（
商
品
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、宝
飾
品
・
金
・

プ
ラ
チ
ナ
製
品
売
却
当
日
買
取
価
格
の

２
％
増
）
◆
こ
ま
も
ん
屋
コ
モ
ド
（
Ｔ

Ｏ
Ｐ
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
３
倍
進
呈
）
◆

四
季
彩
館
「
ベ
ジ
ぱ
ー
く
」（
当
店
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
３
倍
進
呈
）

◆
ジ
ャ
ス
コ
十
日
町
店
（
５
・
15
・
25

日
に
ワ
オ
ン
カ
ー
ド
で
ジ
ャ
ス
コ
直
営

売
場
で
の
購
入
5
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
※
一
部
商

品
を
除
く
）
◆
松
華
堂
印
房
（
商
品
20

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
紳
士
服
の
は
る
や
ま
十

日
町
店（
商
品
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
※
特
価
品
・

特
別
提
供
品
は
除
く
、
ほ
か
の
割
引
券

と
の
併
用
不
可
）
◆
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス

Ｎ
（
当
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
会
員
証
ポ
イ
ン

ト
２
倍
進
呈
、
商
品
割
引
※
一
部
商
品

を
除
く
）
◆
清
喜
屋
金
物
店
（
１
、
０

０
０
円
以
上
買
い
上
げ
で
粗
品
進
呈
）

◆
惣
山
商
店
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
カ
ー
ド
ポ
イ
ン

ト
２
倍
進
呈
※
米
を
除
く
）
◆
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
十
日
町
店
（
成
約
で
充
電
器
プ

レ
ゼ
ン
ト
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
購
入

で
ポ
イ
ン
ト
２
倍
進
呈
）
◆
大
和
物
産

十
日
町
店
（
当
店
お
買
い
上
げ
ポ
イ
ン

ト
３
倍
進
呈
）◆
高
野
ミ
シ
ン
商
会（
ミ

シ
ン
購
入
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
タ
ナ
カ
屋

（
商
品
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
て
づ
く
り
さ

ろ
ん
た
ん
ぽ
ぽ
（
商
品
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、

Ｔ
Ｏ
Ｐ
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
３
倍
進
呈
）

◆
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
〔
ク
ロ
ス
10
〕（
商
品
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ

※
酒
・
米
類
を
除
く
）
◆
ド
コ
モ
シ
ョ

ッ
プ
十
日
町
店
（
携
帯
電
話
販
売
時
に

ド
コ
モ
ダ
ケ
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
携

帯
電
話
の
オ
プ
シ
ョ
ン
品
販
売
５
％
Ｏ

Ｆ
Ｆ
）
◆
庭
野
ス
ポ
ー
ツ
（
商
品
15
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
ネ
オ
昭
和
（「
か
ら
む
し
」

の
手
袋
・
靴
下
・
ネ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
マ
ー
・

ア
ー
ム
カ
バ
ー
・
腹
巻
き
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、

手
ぬ
ぐ
い
・
ボ
デ
ィ
ー
タ
オ
ル
・「
お

散
歩
あ
ん
ぱ
ん
（
季
節
限
定
） 

か
ら
む

し
さ
ん
」・「
か
ら
む
し
麺
」
５
％
Ｏ
Ｆ

Ｆ
）
◆
の
と
や
洋
装
店
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
カ
ー

ド
ポ
イ
ン
ト
２
倍
進
呈
）
◆
馬
場
ふ
る

さ
わ
（
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
プ
２
倍
進
呈

※
酒
・
た
ば
こ
・
特
売
品
を
除
く
）
◆

原
信
十
日
町
北
店
（
日
曜
日
・
祝
日
の

買
い
物
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
※
一
部
商
品
を
除

く
）
◆
原
信
十
日
町
店
（
日
曜
日
・
祝

日
の
買
い
物
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
※
一
部
商
品

を
除
く
）
◆
美
術
工
芸
備
前
（
器
・
茶

道
具
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
※
特
価
品
を
除
く
）

◆
福
田
屋
（
商
品
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
※
一
部

商
品
を
除
く
）
◆
宝
飾
・
時
計
の
ミ
ヤ

コ
ヤ
ジ
ャ
ス
コ
店
（
商
品
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ

※
ほ
か
の
割
引
特
典
と
の
併
用
不
可
）

◆
保
坂
屋
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
カ
ー
ド
５
ポ
イ
ン

■
飲
食
（
44
店
舗
）

【
十
日
町
地
域
】

◆
あ
ぜ
道
（
お
子
さ
ん
の
ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
半
額
）
◆
居
酒
屋
木
こ
里
（
会
計

10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
和
泉
軒
食
堂
（
１
品

に
つ
き
50
円
引
）
◆
回
転
寿
司
庄
兵
衛

（
50
円
割
引
券
と
お
や
つ
進
呈
）
◆
カ

フ
ェ
＆
レ
ス
ト
ラ
ン
ブ
ー
メ
ル
（
会
計

５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）◆
き
っ
ち
ん
愚
留
米（
お

子
さ
ん
に
食
後
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
進

呈
）
◆
気
ま
ま
舎
（
３
人
ま
で
ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
１
杯
進
呈
）
◆
く
い
処
し
せ

ん
え
ん
（
１
品
に
つ
き
30
円
引
※
サ
ー

ビ
ス
品
を
除
く
）
◆
サ
バ
ス
（
お
子
さ

ん
に
食
後
の
デ
ザ
ー
ト
進
呈
）
◆
志
保

川
（
家
族
で
の
利
用
で
女
性
の
生
ビ
ー

ル
最
初
の
１
杯
１
０
０
円
、
お
子
さ
ん

【
中
里
地
域
】

◆
ア
ス
タ
ー
洋
菓
子
店
（
洋
菓
子
５
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
Ｓ
Ｓ
Ｃ
マ
ツ
ヤ
（
に
こ
に

こ
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
３
倍
進
呈
）
◆
大

津
屋
豆
腐
店
（
と
き
め
き
カ
ー
ド
ポ
イ

ン
ト
３
倍
進
呈
）
◆
祭
時
記
う
え
は
ら

（
カ
タ
ロ
グ
「
日
本
の
歳
時
記
」
掲
載

商
品
15
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
田
代
屋
（
に
こ

に
こ
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
３
倍
進
呈
）
◆

だ
る
ま
や
（
商
品
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
※
一
部

商
品
を
除
く
）
◆
メ
ガ
ネ
・
時
計
・
宝

飾
コ
バ
ヤ
シ
（
メ
ガ
ネ
の
緩
み
・
歪
み

調
整
・
視
力
測
定
無
料
、
メ
ガ
ネ
購
入

５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

【
川
西
地
域
】

◆
魚
沼
ゆ
う
き
（
商
品
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

◆
越
中
屋
（
商
品
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
エ

レ
ッ
ク
シ
ン
エ
イ
（
家
電
商
品
価
格
７

～
８
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
菓
子
工
房
シ
ェ
・

【
松
代
地
域
】

◆
前
田
商
会
（
花
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
２

倍
進
呈
）
◆
若
松
園
ス
ポ
ー
ツ
（
花
カ

ー
ド
ポ
イ
ン
ト
３
倍
進
呈
）

【
松
之
山
地
域
】

◆
三
松
屋
商
店
（
一
般
食
品
・
野
菜
・

果
物
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

ト
進
呈
）
◆
麻
里
衣
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
カ
ー
ド

ポ
イ
ン
ト
３
倍
進
呈
）
◆
ま
る
か
つ
商

店
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
３
倍
進

呈
※
タ
バ
コ
・
酒
類
を
除
く
）
◆
丸
八

商
店
・
ハ
ロ
ー
ホ
リ
デ
ー
（
商
品
５
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
マ
ル
ヤ
マ
呉
服
店
（
Ｔ
Ｏ

Ｐ
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
５
倍
進
呈
）
◆
宮

沢
荒
物
店
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト

５
倍
進
呈
）
◆
ム
ラ
シ
ン
洋
品
店
（
フ

ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
プ
３
倍
進
呈
）
◆
め
が

ね
の
ミ
ヤ
ザ
ワ
（
メ
ガ
ネ
・
サ
ン
グ
ラ

ス
・
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
・
補
聴
器
５

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
家
族
全
員
に
季
節
ご
と
に

粗
品
進
呈
）
◆
メ
ガ
ネ
・
補
聴
器
の
ミ

ヤ
コ
ヤ
妻
有
Ｓ
Ｃ
店
（
商
品
５
％
Ｏ
Ｆ

Ｆ
※
ほ
か
の
割
引
特
典
と
の
併
用
不

可
）
◆
や
な
ぎ
手
芸
店
（
商
品
３
～
５

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
※
特
価
品
を
除
く
）
◆
柳
庄

商
店
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
３
倍

進
呈
）
◆
装
い
の
店
ア
サ
ヤ
（
グ
ン
ゼ

肌
着
・
婦
人
＆
紳
士
洋
品
・
靴
下
な
ど

10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
ル
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
川

原
屋
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
３
倍

進
呈
、
粗
品
進
呈
）
◆
和
光
（
相
談
に

応
じ
て
商
品
割
引
）

ヤ
マ
ザ
キ
（
当
店
サ
ー
ビ
ス
カ
ー
ド
ポ

イ
ン
ト
２
倍
進
呈
）
◆
金
久
商
店
（
商

品
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
小
林
米
穀
店
（
粗

品
プ
レ
ゼ
ン
ト
）◆
竹
島
屋
材
木
店（
商

品
5
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
ミ
ヤ
コ
ヤ
新
潟
店

（
眼
科
処
方
せ
ん
持
参
で
レ
ン
ズ
・
フ

レ
ー
ム
15
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
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■
理
美
容
（
40
店
舗
）

【
十
日
町
地
域
】

◆
イ
ケ
ダ
ヘ
ア
サ
ロ
ン
（
料
金
・
商
品

５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
イ
ズ
ミ
理
容
所
（
理

容
料
金
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
内
山
美
容
院

（
技
術
料
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
エ
ス
テ
テ

ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
マ
リ
ー
ロ
ー
ラ
ン
（
施

術
料
金
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
カ
ッ
ト
ス
タ

ジ
オ
髪
切
虫
（
幼
児
・
小
学
生
２
０
０

【
中
里
地
域
】

◆
い
ち
廣
（
来
店
５
０
０
円
で
1
ポ
イ

ン
ト
、
出
前
・
持
ち
帰
り
１
、
０
０
０

円
で
1
ポ
イ
ン
ト
、
10
ポ
イ
ン
ト
で
す

し
券
５
０
０
円
分
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
20
ポ

イ
ン
ト
で
す
し
券
５
０
０
円
分
と
す
し

券
５
、
０
０
０
円
分
が
当
た
る
抽
選
あ

り
）
◆
和
食
田
舎
（
お
子
さ
ん
に
ソ
フ

ト
ド
リ
ン
ク
進
呈
）

【
川
西
地
域
】

◆
和
々
（
カ
ー
ド
１
枚
に
つ
き
「
子
育

て
応
援
ア
イ
ス
」
１
個
進
呈
）
◆
小
嶋

屋
総
本
店
（
お
子
さ
ん
に
「
そ
ば
の
実

ア
イ
ス
」
進
呈
）
◆
新
潟
屋
（
会
計
５

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
ぽ
け
っ
と
（
１
品
に
つ

き
50
円
引
）

【
松
之
山
地
域
】

◆
そ
ば
処
ほ
ゝ
え
み
（
お
子
さ
ん
に
ジ

ュ
ー
ス
１
本
進
呈
）
◆
柳
屋
食
堂
（
会

計
１
０
０
円
引
）

【
松
代
地
域
】

◆
は
ら
た
屋
（
食
堂
で
の
食
事
・
弁
当

及
び
精
肉
売
場
で
の
買
い
上
げ
で
花
カ

ー
ド
ポ
イ
ン
ト
２
倍
進
呈
）

に
ジ
ュ
ー
ス
１
本
進
呈
）
◆
直
志
庵
さ

が
の
（
お
子
さ
ん
に
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク

進
呈
）
◆
食
楽
空
間
だ
ぼ
る
（
お
子
さ

ん
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
進
呈
、
次
回
か

ら
使
え
る
割
引
券
進
呈
）
◆
寿
司
割
烹

中
条
松
海
（
お
子
さ
ん
に
デ
ザ
ー
ト
進

呈
）
◆
す
し
道
楽
十
日
町
（
会
計
10
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
※
ほ
か
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用

不
可
）
◆
寿
司
処
大
仁
（
お
子
さ
ん
と

女
性
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
進
呈
、
会
計

５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
炭
火
焼
肉
彩
（
お
子

さ
ん
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
１
個
進
呈
）

◆
蕎
麦
＆
だ
い
に
ん
ぐ
に
し
乃
（
お
子

さ
ん
に
ド
リ
ン
ク
進
呈
）
◆
Ｓ
ｏ
ｂ
ａ

処
あ
て
ま
（
食
事
を
し
た
家
族
に
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
進
呈
）
◆
そ
ば
処
ま
る
に

し
（
そ
ば
・
う
ど
ん
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆

宅
配
ク
ッ
ク
１
２
３
十
日
町
店
（
初
回

ご
は
ん
セ
ッ
ト
の
お
弁
当
１
食
サ
ー
ビ

ス
※
１
世
帯
１
回
限
り
）
◆
地
産
地
消

カ
フ
ェ
タ
ナ
カ
ク
マ
キ
チ
。（
お
子
さ

ん
に
ド
リ
ン
ク
１
杯
進
呈
）
◆
中
華
レ

ス
ト
ラ
ン
ぽ
ぷ
ら
（
会
計
10
％
Ｏ
Ｆ

Ｆ
）
◆
パ
ス
タ
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
ア
ー
リ

オ
（
お
子
さ
ん
の
ド
リ
ン
ク
半
額
）
◆

ピ
ザ
・
パ
パ
十
日
町
店
（
ベ
ー
コ
ン
サ

ラ
ミ
ピ
ザ
〈
Ｍ
〉
２
、０
０
０
円
→
１
、

５
０
０
円
）
◆
ブ
ロ
ン
ズ
バ
ッ
ク
（
会

計
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
松
乃
寿
司
（
会
計

５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
纏
鮨
（
会
計
５
％
Ｏ

Ｆ
Ｆ
）
◆
み
や
び
（
お
子
さ
ん
の
飲
食

円
引
＆
お
菓
子
進
呈
、
中
学
生
３
０
０

円
引
、
高
校
生
４
０
０
円
引
）
◆
か
ね

こ
理
容
室
（
理
容
料
金
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

◆
き
ら
ら
美
容
室
（
子
ど
も
料
金
10
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
Ｋ
ｏ
ｍ．

（
幼
児
～
小
学

生
に
粗
品
進
呈
、
中
・
高
生
に
粗
品
進

呈
ま
た
は
商
品
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
た
か

は
し
理
容
室
（
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

の
理
容
料
金
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
商
品
５
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
ハ
ナ
美
容
室
（
子
ど
も
カ

ッ
ト
料
金
１
、
５
０
０
円
→
１
、
２
０

０
円
、
カ
ッ
ト
料
金
３
、
６
７
５
円
→

２
、
６
０
０
円
、
パ
ー
マ
料
金
７
、
３

５
０
円
→
シ
ョ
ー
ト
５
、
２
５
０
円
・

ロ
ン
グ
６
、
４
０
０
円
、
カ
ラ
ー
料
金

４
、
２
０
０
円
→
お
し
ゃ
れ
染
３
、
１

５
０
円
、
入
学
式
な
ど
の
着
付
５
、
２

５
０
円
→
４
、
２
０
０
円
）
◆
美
容
室

ウ
ェ
ー
ブ
（
施
術
料
金
５
０
０
円
引
）

◆
美
容
室
く
う
ぷ
（
カ
ッ
ト
料
金
５
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
美
容
室
チ
ャ
イ
ム
（
料
金

20
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
美
容
室
び
ん
し
ょ
う

十
日
町
店（
カ
ッ
ト
料
金
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

■
金
融
（
２
店
舗
）

【
十
日
町
地
域
】

◆
第
四
銀
行
十
日
町
支
店
（
当
行
リ
ビ

ン
グ
ロ
ー
ン
の
「
お
子
様
が
3
名
以
上

の
お
客
様
へ
の
子
育
て
支
援
金
利
引
下

げ
幅
」
を
通
常
０
・
８
％
か
ら
１
・
０

％
に
拡
大
し
て
お
取
扱
い
い
た
し
ま

す
。
但
し
、
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
に
よ

る
金
利
の
引
下
げ
と
の
併
用
は
で
き
ま

せ
ん
※
詳
し
く
は
窓
口
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）〈
平
成
22
年
６
月
１
日

現
在
〉

■
住
ま
い
（
47
店
舗
）

【
松
之
山
地
域
】

◆
玉
川
屋
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
（
料
金
20

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

【
松
代
地
域
】

◆
第
四
銀
行
松
代
支
店
（
当
行
リ
ビ
ン

グ
ロ
ー
ン
の
「
お
子
様
が
3
名
以
上
の

◆
ア
イ
ザ
キ
シ
ャ
ッ
タ
ー
工
業
（
シ
ャ

ッ
タ
ー
・
サ
ッ
シ
・
建
具
・
ガ
ラ
ス
な

ど
の
工
事
一
式
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
岩
田

設
備
（
給
水
・
排
水
設
備
工
事
代
５
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
エ
ー
ア
ン
ド
エ
ル
斎
木
工

務
店
（
工
事
代
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
角
山

建
具
（
各
種
修
理
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
カ

ネ
タ
ケ
建
設
（
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
代
５
～
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
上
村
建
築

設
計
（
お
子
さ
ん
に
関
す
る
住
ま
い
の

工
事
代
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）◆
上
村
設
備（
住

宅
給
排
水
施
工
・
エ
ア
コ
ン
取
付
＆
販

売
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
技
工
住
設
（
住
宅
・

水
ま
わ
り
工
事
代
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
協

和
建
設
（
新
築
で
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
１
台

と
エ
ア
コ
ン
２
台
進
呈
、
リ
フ
ォ
ー
ム

で
当
社
指
定
の
水
ま
わ
り
機
器
50
％
Ｏ

Ｆ
Ｆ
、
当
社
見
学
会
来
場
で
お
菓
子
進

呈
）
◆
桐
生
建
築
（
工
事
・
雪
お
ろ
し

代
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
小
西
材
木
店
（
相

談
に
応
じ
て
料
金
割
引
）
◆
佐
藤
興
業

（
相
談
に
応
じ
て
料
金
割
引
）
◆
佐
藤

■
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
4
店
舗
）

【
十
日
町
地
域
】

◆
ア
ー
ク
き
も
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
（
き
も
の
丸
洗
い
・
し
み
抜
き
な

【
中
里
地
域
】

◆
カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
ま
つ
ざ
わ
（
理
容
料

金
２
０
０
円
引
）
◆
理
容
ノ
ボ
リ
（
理

容
料
金
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
理
容
バ
ー
ス

（
子
ど
も
料
金
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

【
松
代
地
域
】

◆
石
口
美
容
院
（
子
ど
も
料
金
５
％
Ｏ

Ｆ
Ｆ
）
◆
小
堺
美
容
院
（
子
ど
も
料
金

５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

【
松
之
山
地
域
】

◆
大
阪
屋
理
美
容
店
（
子
ど
も
料
金
５

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
お
子
さ
ん
に
ガ
ム
１
個
進

呈
）

【
川
西
地
域
】

◆
川
西
ニ
ュ
ー
ド
ラ
イ
（
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
代
・
清
掃
用
品
20
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

【
川
西
地
域
】

◆
富
井
理
容
院
（
お
子
さ
ん
の
理
容
料

金
２
０
０
円
引
）◆
ナ
グ
モ
理
容
所（
料

金
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

◆
美
容
室
プ
チ
エ
ー
ル
（
料
金
・
商
品

５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
送
迎
・
出
張
サ
ー
ビ
ス

※
要
予
約
）
◆
美
容
室
ラ
・
ヴ
ィ
（
子

ど
も
カ
ッ
ト
料
金
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
美

容
室
ロ
グ
ハ
ウ
ス（
子
ど
も
カ
ッ
ト
１
、

０
０
０
円
）
◆
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
に
わ
の

（
理
容
料
金
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
み
ど
り

美
容
室
（
美
容
料
金
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆

宮
内
理
容
館（
理
容
料
金
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

◆
メ
ト
ロ
美
容
室
（
美
容
料
金
・
商
品

５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
ヤ
ナ
ギ
理
容
室
（
理

容
料
金
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
ヤ
マ
ト
理
容

（
理
容
料
金
5
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
理
容
く

わ
ば
ら
（
理
容
料
金
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆

理
容
た
か
は
し
（
子
ど
も
料
金
５
％
Ｏ

Ｆ
Ｆ
、
商
品
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
理
容
床

清
（
高
校
生
以
下
料
金
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

◆
理
容
フ
タ
バ
（
高
校
生
以
下
料
金
５

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
理
容
マ
ル
ヤ
マ
（
理
容

料
金
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
お
子
さ
ん
に
粗
品

進
呈
）
◆
理
容
ム
ラ
ヤ
マ
（
18
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
の
理
容
料
金
５
％
Ｏ
Ｆ

Ｆ
）
◆
理
容
ヤ
マ
ザ
キ
（
理
容
料
金
５

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）◆
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
ｈ
ａ
ｉ
ｒ（
料

金
20
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
渡
辺
理
容
所
（
理

容
料
金
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

お
客
様
へ
の
子
育
て
支
援
金
利
引
下
げ

幅
」
を
通
常
０
・
８
％
か
ら
１
・
０
％

に
拡
大
し
て
お
取
扱
い
い
た
し
ま
す
。

但
し
、
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
金

利
の
引
下
げ
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん

※
詳
し
く
は
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）〈
平
成
22
年
６
月
１
日
現
在
〉

ど
の
修
正
・
仕
立
て
加
工
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

◆
高
橋
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
本
店
（
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
代
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
１
回
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
で
１
万
円
利
用
ご
と
に

１
、
０
０
０
円
券
進
呈
）

代
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
麺
屋
陣
丸
十
日
町

店
（
ラ
ー
メ
ン
１
杯
に
つ
き
味
玉
も
し

く
は
白
髪
ネ
ギ
ト
ッ
ピ
ン
グ
１
品
進

呈
）
◆
焼
肉
一
囍
（
会
計
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、

ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
２
２
０
円
→
１
８
０

円
）
◆
焼
肉
ひ
ゃ
ら
（
飲
み
物
半
額
）

◆
弥
八（
お
子
さ
ん
に
ド
リ
ン
ク
進
呈
）

◆
ら
ぽ
ー
と
ラ
ン
ド
花
＆
レ
ス
ト
ラ
ン

（
会
計
5
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
レ
ス
ト
喫
茶

ボ
ル
ボ（
お
子
さ
ん
に
ド
リ
ン
ク
進
呈
）

◆
和
食
処
河
津
（
お
子
さ
ん
に
ア
イ
ス

な
ど
を
進
呈
、
麺
や
ご
飯
な
ど
大
盛
り

サ
ー
ビ
ス
）
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■
く
る
ま
・
バ
イ
ク
・
自
転
車

　
（
33
店
舗
）

【
十
日
町
地
域
】

◆
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
み
な
み
（
工
賃
10
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
共
和
自
動
車
（
車
検
・
点

検
工
賃
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
鈑
金
工
賃
５
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
レ
ン
タ
カ
ー
料
金
５
％
Ｏ
Ｆ

Ｆ
）
◆
ケ
ン
ベ
イ
ミ
ユ
キ
美
雪
町
給
油

所
（
洗
車
２
０
０
円
引
）
◆
小
林
石
油

十
日
町
給
油
所
（
洗
車
２
０
０
円
引
）

◆
三
洋
自
動
車（
車
検
入
庫
時
工
賃
５
、

０
０
０
円
引
、
次
回
点
検
・
車
検
入
庫

時
に
使
用
で
き
る
オ
イ
ル
交
換
券
進

呈
）
◆
シ
ー
エ
ス
十
日
町
（
車
検
・
点

検
工
賃
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
鈑
金
工
賃
５
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
レ
ン
タ
カ
ー
料
金
５
％
Ｏ
Ｆ

Ｆ
）
◆
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
春
日
町
Ｓ
Ｓ
〔
倉
沢

石
油
〕（
洗
車
２
０
０
円
引
）
◆
末
広

自
動
車
鈑
金
塗
装
工
場（
自
動
車
鈑
金
・

塗
装
工
賃
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
セ
キ
ヨ
シ

十
日
町
Ｓ
Ｓ（
機
械
洗
車
２
１
０
円
引
）

◆
タ
イ
セ
イ
自
動
車
（
車
修
理
代
工
賃

７
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
30
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
十
日
町
石
油
〔
第
１
Ｓ
Ｓ
〕

【
川
西
地
域
】

◆
井
川
建
設
（
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
５

万
円
分
・
増
築
＆
新
築
工
事
で
10
万
円

分
の
木
材
進
呈
、
屋
根
融
雪
工
事
で
灯

油
４
９
０
ℓ
進
呈
）
◆
大
塚
板
金
（
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
代
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

◆
小
幡
畳
店
（
包
丁
研
ぎ
無
料
）
◆
協

和
電
業
（
工
事
代
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
佐

藤
建
築
（
家
屋
の
増
改
築
な
ど
の
工
事

代
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
富
井
畳
店
（
畳
の

表
替
え
＆
裏
返
し
・
上
敷
な
ど
５
％
Ｏ

Ｆ
Ｆ
）
◆
宮
下
木
工
所
（
障
子
・
ふ
す

ま
張
り
替
え
・
修
理
・
建
付
調
整
・
ガ

ラ
ス
入
れ
替
え
・
補
正
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

【
松
代
地
域
】

◆
お
の
じ
ま
建
設
（
新
築
時
に
当
社
指

定
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
〈
80
万
円
相
当
〉
進

呈
、
工
事
費
１
０
０
万
円
以
上
の
リ
フ

ォ
ー
ム
時
１
０
０
万
円
ご
と
に
室
内
ド

ア
〈
８
万
５
、
０
０
０
円
相
当
〉
１
台

【
中
里
地
域
】

◆
新
和
電
気
（
電
気
設
備
工
事
代
・
家

電
品
の
カ
タ
ロ
グ
選
択
販
売
・
修
理
代

５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
高
野
畳
店
（
工
事
代

５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
粗
品
進
呈
）
◆
高
野
板

金
工
業
（
建
築
板
金
工
事
代
５
％
Ｏ
Ｆ

Ｆ
）
◆
富
井
電
気
（
工
事
・
修
理
代
５

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

住
建
（
住
宅
の
一
部
リ
フ
ォ
ー
ム
・
修

理
代
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）◆
佐
藤
建
具
店（
建

具
・
家
具
全
般
の
製
造
・
取
付
・
直
し
・

販
売
代
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
信
越
ビ
ル
美

装
十
日
町
営
業
所
（
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
新
宮
鋼
業
（
相

談
に
応
じ
て
料
金
割
引
）
◆
寿
美
屋
建

築
（
建
築
工
事
一
式
・
内
装
工
事
・
屋

根
＆
外
壁
工
事
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
代

５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
タ
ク
ト
創
建
（
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
・
新
築
・
増
改
築
工
事
代

５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
子
ど
も
部
屋
工
事
は
さ

ら
に
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）◆
十
日
町
木
工（
シ

ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
・
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
・

シ
ャ
ワ
ー
ト
イ
レ
な
ど
３
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

◆
庭
野
電
機
商
会
（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
機
器
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、エ
コ
キ
ュ
ー
ト
・

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
の
取
付
工
事
５
％
Ｏ

Ｆ
Ｆ
）
◆
庭
野
表
具
内
装
（
壁
紙
・
障

子
紙
・
ふ
す
ま
紙
張
り
替
え
代
子
ど
も

部
屋
15
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
・
そ
の
ほ
か
10
％
Ｏ

Ｆ
Ｆ
）
◆
野
上
工
務
店
（
工
事
代
５
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
お
子
さ
ん
の
木
工
工
作
を
無

料
で
お
手
伝
い
）◆
は
し
み
や
畳
店（
国

産
畳
表
使
用
の
表
替
ま
た
は
新
畳
通
常

価
格
の
３
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
そ
の
ほ
か
国
産

の
上
敷
き
３
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
服
部
左
官

（
相
談
に
応
じ
て
料
金
割
引
）
◆
樋
口

水
道
（
工
事
代
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
福
崎

建
築
（
直
接
工
事
費
１
０
０
万
円
以
上

の
工
事
代
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
福
原
冷
熱

（
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
洗
浄
＆
点
検
料
金

１
５
、
７
５
０
円
→
１
台
１
２
、
６
０

０
円
・
２
台
目
か
ら
１
０
、
５
０
０
円
）

◆
松
義
左
官
（
左
官
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
・

タ
イ
ル
工
事
代
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
水
落

左
官（
住
宅
・
リ
フ
ォ
ー
ム
・
左
官
工
事
・

基
礎
工
事
の
工
事
代
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆

宮
九
木
工
製
作
所（
ふ
す
ま
張
り
替
え
・

障
子
張
り
替
え
・
木
製
建
具
作
製
・
修

理
代
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
み
や
じ
ま
（
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
修
理
工
事
費
５
％
Ｏ

Ｆ
Ｆ
）
◆
三
輪
官
業
（
工
事
代
５
％
Ｏ

Ｆ
Ｆ
、
粗
品
進
呈
）
◆
山
田
建
工
（
お

子
さ
ん
と
子
育
て
中
の
若
い
世
代
が
住

み
よ
い
住
ま
い
に
関
す
る
工
事
代
５
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
山
田
塗
装
店
（
工
事
代
５

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

進
呈
、
工
事
費
20
万
円
以
上
１
０
０
万

円
未
満
の
リ
フ
ォ
ー
ム
時
20
万
円
ご
と

に
火
災
報
知
機
〈
電
池
10
年
式
、
取
付

含
む
〉
３
台
進
呈
）
◆
で
ん
き
の
こ
や

ど
ん
（
工
事
代
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

（
洗
車
２
０
０
円
引
）
◆
長
谷
川
石
油

（
洗
車
２
０
０
円
引
）
◆
ぴ
っ
と
ラ
ン

ド
十
日
町
給
油
所（
洗
車
２
０
０
円
引
）

◆
松
沢
オ
ー
ト
（
車
検
工
賃
10
％
Ｏ
Ｆ

Ｆ
、
自
転
車
販
売
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
マ

ル
セ
イ
サ
イ
ク
ル
（
商
品
・
修
理
代
５

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
ミ
ナ
ミ
商
会
川
治
給
油

所
（
洗
車
２
０
０
円
引
）
◆
村
昭
西
給

油
所
（
洗
車
２
１
０
円
引
）
◆
村
昭
本

町
給
油
所
（
洗
車
２
１
０
円
引
）
◆
村

山
石
油
（
洗
車
２
０
０
円
引
）
◆
山
田

屋
商
店
十
日
町
給
油
所
（
シ
ャ
ン
プ
ー

洗
車
・
ポ
リ
マ
ー
洗
車
２
０
０
円
引
）

◆
山
田
屋
商
店
四
日
町
給
油
所
（
シ
ャ

ン
プ
ー
洗
車
・
ポ
リ
マ
ー
洗
車
２
０
０

円
引
）◆
山
松
商
店
十
日
町
給
油
所（
シ

ャ
ン
プ
ー
洗
車
・
ワ
ッ
ク
ス
洗
車
・
Ｆ

■
写
真
（
１
店
舗
）

【
十
日
町
地
域
】

◆
佐
野
写
真
館
（
商
品
・
撮
影
料
金
５

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

■
宿
泊
・
入
浴
・
旅
行
・
交
通

　
（
14
店
舗
）

【
十
日
町
地
域
】

◆
越
後
妻
有
交
流
館
キ
ナ
ー
レ
・
明
石

の
湯
（
入
浴
料
大
人
50
円
引
※
ほ
か
の

割
引
と
の
併
用
不
可
）
◆
下
条
温
泉
み

よ
し
の
湯
（
入
浴
料
１
０
０
円
引
）
◆

中
央
ツ
ア
ー
（
宿
泊
旅
行
の
申
込
み
で

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
進
呈
）
◆
松
葉

荘
（
入
浴
料
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
旅
館
清

水
屋
（
宿
泊
代
・
宴
会
代
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

Ｋ
２
洗
車
30
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
利
工
モ
ー

タ
ー
ス
（
板
金
塗
装
な
ど
技
術
料
５
～

10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、カ
ー
用
品「
子
宝
特
価
」、

お
子
さ
ん
に
「
で
っ
か
い
バ
ル
ー
ン
ア

ー
ト
」
進
呈
）

【
川
西
地
域
】

◆
ヰ
ガ
ワ
石
油
川
西
給
油
所
（
キ
ー
パ

ー
洗
車
５
０
０
円
引
）
◆
金
盛
自
動
車

工
業
（
車
検
・
定
期
点
検
・
一
般
整
備
・

板
金
塗
装
・
新
車
購
入
時
に
ガ
ソ
リ
ン

満
タ
ン
サ
ー
ビ
ス
、工
賃
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

◆
シ
ー
エ
ス
川
西
（
車
検
・
点
検
工
賃

10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、鈑
金
工
賃
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、

レ
ン
タ
カ
ー
料
金
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
大

和
自
動
車
（
工
賃
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
車
内

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
無
料
）
◆
ぴ
っ
と
ラ
ン

ド
川
西
給
油
所
（
洗
車
２
０
０
円
引
）

◆
ロ
ー
ド
マ
ン
川
西
店
（
修
理
工
賃
10

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
タ
イ
ヤ
空
気
入
れ
無
料
）

【
中
里
地
域
】

◆
オ
ー
ト
ボ
デ
ィ
服
部（
自
動
車
板
金
・

塗
装
・
部
品
販
売
・
車
検
・
修
理
10
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
ナ
カ
サ
ト
共
和
（
車
検
・

点
検
工
賃
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
鈑
金
工
賃
５

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
レ
ン
タ
カ
ー
料
金
５
％
Ｏ

Ｆ
Ｆ
）
◆
ぴ
っ
と
ラ
ン
ド
田
沢
給
油
所

（
洗
車
２
０
０
円
引
）
◆
ぴ
っ
と
ラ
ン

ド
中
里
給
油
所
〔
ハ
イ
ロ
ー
ド
〕（
洗

車
２
０
０
円
引
）

■
く
す
り
（
13
店
舗
）

【
十
日
町
地
域
】

◆
い
ず
み
調
剤
薬
局
（
お
子
さ
ん
に
景

品
進
呈
）
◆
い
な
り
調
剤
薬
局
（
お
子

さ
ん
に
景
品
進
呈
）
◆
駅
西
調
剤
薬
局

（
お
子
さ
ん
に
景
品
進
呈
）
◆
勝
又
薬

局
（
医
薬
品
※
調
剤
を
除
く
・
医
療
品
・

化
粧
品
・
雑
貨
商
品
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆

し
み
ず
薬
品
シ
ル
ク
モ
ー
ル
店
（
Ｔ
Ｏ

Ｐ
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
３
倍
進
呈
）
◆
し

み
ず
薬
局
本
店
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
カ
ー
ド
ポ
イ

ン
ト
３
倍
進
呈
※
保
険
調
剤
を
除
く
）

◆
ス
ズ
キ
薬
局
（
商
品
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
※

調
剤
を
除
く
）◆
十
日
町
調
剤
薬
局（
お

子
さ
ん
に
景
品
進
呈
）
◆
プ
ラ
ザ
調
剤

薬
局
（
お
子
さ
ん
に
景
品
進
呈
）
◆
四

日
町
調
剤
薬
局
（
お
子
さ
ん
に
景
品
進

呈
）

【
川
西
地
域
】

◆
川
西
調
剤
薬
局
（
お
子
さ
ん
に
景
品

進
呈
）

【
松
代
地
域
】

◆
松
代
調
剤
薬
局
（
お
子
さ
ん
に
景
品

進
呈
）

【
松
之
山
地
域
】

◆
松
之
山
薬
局
（
お
子
さ
ん
に
景
品
進

呈
）
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市
で
は
、
平
成
21
年
３
月
に
「
十
日

町
市
食
育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　
本
年
度
、
学
校
で
は
、
食
育
の
日
に

合
わ
せ
、
４
月
～
12
月
の
毎
月
19
日
に

ム
ダ
な
く
食
べ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、﹃
残
食
ゼ
ロ
運
動
﹄
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
給
食
で
の
地
産

地
消
を
進
め
、
現
在
は
給
食
の
米
が
１

０
０
％
、
米
粉
パ
ン
１
０
０
％
、
野
菜

キ
ノ
コ
類
は
18
・
６
％
（
Ｈ
21
実
績
）

を
地
元
産
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
保
育
園
で
は
、食
育
月
間
に
合
わ
せ
、

６
月
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
含
め

た
市
内
７
か
所
で
親
を
対
象
と
し
た
食

事
に
つ
い
て
の
講
話
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ

　
内
閣
府
が
平
成
17
年
か
ら
毎
年
調
査

を
行
っ
て
き
た
「
食
育
の
現
状
と
意
識

に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
、
次
の
こ
と

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

◎
食
育
へ
の
関
心
が
高
い
ほ
ど
「
日
常

生
じ
る
困
難
や
問
題
を
理
解
し
た
り

予
測
し
た
り
で
き
る
」
と
感
じ
る
な

ど
、
人
生
に
対
し
て
肯
定
的
な
と
ら

え
方
を
す
る
傾
向
に
あ
る
。

◎
小
学
生
の
こ
ろ
「
一
日
三
食
い
ず
れ

も
決
ま
っ
た
時
間
に
食
事
を
と
っ
て

い
た
」「
家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を
と
っ

て
い
た
」「
い
た
だ
き
ま
す
、
ご
ち

■
問
合
せ
　
健
康
支
援
課
母
子
保
健
係

　
☎
７
５
７

｜

９
７
５
９—

毎
年
６
月
は
﹁
食
育
月
間
﹂

　

毎
月
19
日
は
﹁
食
育
の
日
﹂

　「
食
育
月
間
」
は
、
食
育
推
進
運
動
を
重
点
的
か
つ
効
果
的
に

実
施
し
、
食
育
の
浸
透
を
図
る
た
め
の
月
間
で
す
。

　
ま
た
、「
食
育
の
日
」
は
、
食
育
推
進
運
動
を
継
続
的
に
展
開
し
、
食
育
の
定
着

を
図
る
た
め
の
機
会
と
し
て
「
食
育
推
進
基
本
計
画
」
に
よ
り
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

食
育
の
現
状
と
意
識
に

関
す
る
意
識
調
査

そ
う
さ
ま
、
の
あ
い
さ
つ
を
し
て
い

た
」
な
ど
、
食
に
対
す
る
習
慣
が
身

に
付
い
て
い
た
人
ほ
ど
、
食
育
へ
の

関
心
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

◎
労
働
時
間
が
短
く
な
る
ほ
ど
、
朝
食

を
食
べ
る
傾
向
に
あ
り
、
労
働
時
間

が
長
く
な
る
ほ
ど
、
朝
食
を
食
べ
な

い
傾
向
に
あ
る
。

◎
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る
人
ほ

ど
、
人
生
に
対
し
て
肯
定
的
な
と
ら

え
方
を
す
る
傾
向
に
あ
る
。

◎
家
族
と
い
っ
し
ょ
の
食
事
を
大
切
に

す
る
意
識
が
高
い
人
ほ
ど
、
人
生
に

対
し
て
肯
定
的
な
と
ら
え
方
を
す
る

傾
向
に
あ
る
。

　【
過
ご
し
方
の
例
】

☆
朝
食
欠
食
が
多
い
人
は
⋮

　
毎
月
19
日
は
少
し
早
起
き
し
て
、

し
っ
か
り
朝
食
を
と
る
日
に
す
る
。

☆
大
型
店
で
買
い
物
を
す
る
人
は
⋮

　
６
月
は
旬
の
野
菜
を
直
売
所
で
買
う

月
に
す
る
。

☆
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な
ど
で
食
事
を

済
ま
せ
が
ち
な
人
は
⋮

　
毎
月
19
日
は
手
作
り
メ
ニ
ュ
ー
に
挑

戦
す
る
。

☆
家
庭
で
独
り
食
事
を
す
る
こ
と
が
多

い
人
は
⋮

　
１
週
間
の
う
ち
に
１
回
で
も
家
族
そ

ろ
っ
て
食
事
を
す
る
。

ろ
で
「
食
」
に
か
か
わ
る
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

【
内
閣
府
食
育
推
進
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︼

　「
食
育
の
現
状
と
意
識
に
関
す
る
調

査
報
告
書
」
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十
日
町
市
食
育
推
進
計
画
の
詳
細

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
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「
食
育
月
間
」
や
「
食
育
の
日
」
を

意
識
し
て
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
の
機
会
に
「
食
」
の
大
切

さ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！

【
十
日
町
地
域
】

◆
魚
沼
鉄
工
（
工
賃
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
ス

ノ
ー
ダ
ン
プ
溶
接
半
額
）
◆
エ
ー
コ
ー

ン
・
ジ
ェ
ム
（
結
婚
指
輪
・
フ
�
ッ
シ

ョ
ン
リ
ン
グ
・
ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど
の
磨

き
上
げ
無
料
）
◆
ク
リ
ー
ン
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
〔
清
掃
部
〕（
①
キ
ッ
チ
ン
と

洗
濯
洗
剤
セ
ッ
ト
②
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ

ク
ス
〈
５
個
組
〉
③
し
ょ
う
油
と
油
セ

ッ
ト
の
う
ち
１
つ
進
呈
）
◆
サ
ク
セ
ス

プ
ラ
ン
（「
家
計
見
直
し
支
援
相
談
」

初
回
無
料
）
◆
タ
ナ
ベ
防
災
（
防
災
用

品
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
中
央
開
発
（
測

量
・
調
査
・
設
計
費
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆

十
日
町
建
材
（
骨
材
一
式
・
砂
な
ど
５

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
丸
嘉
（
呉
服
・
寝
具
５

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
岩
盤
浴
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆

み
ゆ
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
御
祝
着
・
七

五
三
・
振
り
そ
で
の
着
物
仕
立
代
10
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
◆
村
山
興
業
（
家
屋
解
体
工

事
費
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

■
習
い
事
（
１
店
舗
）

【
十
日
町
地
域
】

◆
若
井
学
舎
（
入
会
時
に
学
研
書
籍
１

冊
進
呈
、
子
育
て
支
援
「
教
育
コ
ー
チ

ン
グ
」
専
門
誌
進
呈
、
マ
イ
ン
ド
マ
ッ

プ
（
Ｒ
）・
コ
ー
チ
ン
グ
・
育
脳
・
脳

力
開
発
な
ど
の
講
座
受
講
料
10
％
Ｏ
Ｆ

Ｆ
～
無
料
）

■
そ
の
他
（
17
店
舗
）

■
見
る
・
遊
ぶ
（
３
店
舗
）

【
十
日
町
地
域
】

◆
葛
苑
工
房（
手
織
機
で
の
織
体
験
小
・

中
学
生
２
時
間
無
料
）
◆
宝
島
十
日
町

店
（
平
日
は
メ
ダ
ル
30
枚
進
呈
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
１

回
サ
ー
ビ
ス
※
１
家
族
１
日
１
回
限

り
）
◆
妻
有
焼
陶
芸
セ
ン
タ
ー
（
買
物
・

飲
食
・
体
験
教
室
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
※
一
部

割
引
不
可
）

【
中
里
地
域
】

◆
清
津
峡
ホ
テ
ル
せ
と
ぐ
ち
（
食
事
の

利
用
で
個
室
代
無
料
）
◆
ミ
オ
ン
な
か

さ
と
（
大
人
入
浴
料
50
円
引
※
ほ
か
の

割
引
と
の
併
用
不
可
、
プ
ー
ル
利
用
を

除
く
）
◆
ゆ
く
ら
妻
有
（
大
人
入
浴
料

50
円
引
※
ほ
か
の
割
引
と
の
併
用
不

可
）

【
松
代
地
域
】

◆
ま
つ
だ
い
芝
峠
温
泉
雲
海
（
大
人
入

館
料
50
円
引
※
温
泉
入
浴
の
み
で
、
ほ

か
の
割
引
と
の
併
用
不
可
）

【
川
西
地
域
】

◆
仙
田
体
験
交
流
館
キ
ラ
リ
（
施
設
利

用
料
無
料
）
◆
白
南
風
社
（
年
賀
状
な

ど
の
印
刷
代
10
～
15
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
粗
品

進
呈
）
◆
ヤ
マ
ガ
電
業
（
屋
内
電
気
配

線
工
事
代
・
そ
の
ほ
か
家
電
製
品
な
ど

【
中
里
地
域
】

◆
大
村
建
設
（
相
談
に
応
じ
て
工
事
費

割
引
な
ど
）
◆
鈴
木
善
雄
行
政
書
士
事

務
所
（
相
談
に
応
じ
て
各
種
申
請
・
届

出
手
続
代
行
業
務
・
相
談
業
務
な
ど
で

サ
ー
ビ
ス
）

【
松
代
地
域
】

◆
高
澤
組
（
建
設
業
務
・
冬
季
除
雪
５

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

【
松
之
山
地
域
】

◆
東
頚
印
刷
東
頚
新
聞
（
印
刷
代
５
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
購
読
料
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

【
川
西
地
域
】

◆
千
手
温
泉
「
千
年
の
湯
」（
温
泉
施

設
の
大
人
入
館
料
50
円
引
※
ほ
か
の
割

引
と
の
併
用
不
可
）

【
松
之
山
地
域
】

◆
鷹
の
湯
（
大
人
入
浴
料
50
円
引
）
◆

玉
城
屋
旅
館
（
宿
泊
の
親
子
に
ド
リ
ン

ク
ま
た
は
ア
イ
ス
進
呈
）
◆
つ
た
や
旅

舘
（
通
常
利
用
で
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
※
サ
ー

ビ
ス
プ
ラ
ン
・
割
引
券
な
ど
と
の
併
用

不
可
）
◆
翠
の
湯
（
入
浴
料
50
円
引
）

の
取
り
付
け
＆
取
り
替
え
修
理
代
５
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
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市
民
討
議
会
っ
て
何
？

　
市
民
討
議
会
は
、
㈳
十
日
町
青
年
会

議
所
が
主
催
（
共
催

：

十
日
町
市
・
十

日
町
市
教
育
委
員
会
）
す
る
も
の
で
、

年
代
・
職
業
な
ど
を
超
え
て
無
作
為
に

抽
出
さ
れ
た
市
民
が
集
ま
り
、
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
で
す
。
話

し
合
わ
れ
た
結
果
は
、
市
や
地
域
、
青

年
会
議
所
、
各
種
団
体
に
届
け
、
今
後

の
活
動
に
生
か
し
て
い
く
と
い
う
新
し

い
市
民
参
画
・
協
働
の
取
り
組
み
で
す
。

　
十
日
町
市
で
は
昨
年
、
県
内
で
初
の

取
り
組
み
と
し
て
開
催
さ
れ
、
今
年
も

開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ど
ん
な
人
が
参
加
す
る
の
？

　
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ

ん
に
案
内
状
を
送
り
ま
し
た
。
こ
の
案

内
状
の
届
い
た
人
が
話
し
合
い
に
参
加

で
き
ま
す
。
手
元
に
届
い
た
場
合
は
、

出
欠
の
返
信
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
見
学
は
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
傍
聴
に
来
て
く
だ
さ
い
。

何
の
テ
ー
マ
で

　
　
話
し
合
う
の
？

　
全
国
的
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
こ
と
や
地
域
の
問
題
・
課
題
に
つ
い

■
問
合
せ

　
㈳
十
日
町
青
年
会
議
所

　
　
☎
７
５
７
―
５
１
１
１

　
企
画
政
策
課
協
働
推
進
係

　
　
☎
７
５
７
―
３
６
９
３

て
意
見
交
換
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
昨
年
、
十
日
町
市
で
は
国
宝
・
火

焔
型
土
器
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
、

信
濃
川
の
未
来
」
と
題
し
て
一
日
か
け

て
話
し
合
い
ま
す
。

　
話
し
合
う
前
に
、
専
門
家
か
ら
情
報

提
供
（
詳
し
い
説
明
）
が
あ
り
ま
す
の

で
、
特
別
な
知
識
や
準
備
が
な
く
て
も

参
加
で
き
ま
す
。

討議会の共催に関する調印式で協定書を交わす十日町青年会議
所の高橋豪理事長（右）と関口市長（５月13日）

話し合いの前に参加者全員で詳しい説明を聞きます

【昨年の様子】参加者が和気あいあいと楽しみな
がら意見交換を行いました

　情報館の蔵書のうち、古

くなった本や同じ物が複数

ある本など、不用になった図書・雑誌を

無償で提供する「リサイクル本市」を開

催します。懐かしい本や珍しい記事が掲

載された雑誌が手に入るかもしれませ

ん。『趣味の園芸』や『文藝春秋』のバッ

クナンバーも提供します。

●日　時：６月19日㈯〜24日㈭　午前

　９時30分〜午後７時（土・日曜日は５

　時まで、21日㈪は休館日）

●入場料：無料

　※情報館の利用者カードを提示してく

　　ださい

●持ち帰れる冊数：

　図書／上限なし　雑誌／１人５冊まで

●会場・問合せ：情報館　☎750-5100

リサイクル本市を
開催します

有機農産物の認定に要する
費用の一部を補助します

　環境負荷低減レベルの最も高い有機JAS農産物生産

者に、有機農産物認定の際に必要な経費の一部を補助

します。

◆事業名：十日町市先導的環境保全型農業推進事業補

　　　　　助金

◆対象者：有機JAS生産行程管理（予定）者（個人、

　　　　　団体）

◆対象経費：有機JAS認定に要する認定手数料、継続

　　　　　　調査手数料

◆補助率：３分の１以内（事業費の範囲15万円以内）

◆申請期限：11月30日㈫

◆申請・問合せ：農林課農業企画係　☎757-3120

※JAS法に基づく有機農産物：種まき前２年（多年生

作物は収穫前３年）以上、禁止された農薬や化学肥

料を使わず、たい肥などで土作りをした農地で生産

した作物で、登録認証機関から認定を受けたもの

起業家支援
総合相談窓口

いっしょに考えましょう！

を開設しています
　創業や新ビジネス・新分野への展開、新商品開発な

どを考えている個人や事業所をサポートするため、「起

業家支援総合相談窓口」を開設しています。

　相談窓口は産業観光部（産業観光企画課・産業振興

課・農林課）の職員が対応し、起業に関する相談をいっ

しょに考え、情報提供・情報交換を行います。

　「何か始めたい！」「新しい分野に進出したい！」「新

商品を開発したい！」「他産業と連携できないか」「受

けられる支援はないか」など、何でも結構です。ぜひ

ご相談ください。

◆申込み・問合せ　産業観光企画課　☎757-3691

◆開設日：随時
◆会　場：本町分庁舎
◆利用方法：
　　電話で事前に申し込んで
　ください。調整のうえ、相
　談日時を決定します。
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とおかまち
市民討議会2010
とおかまち

市民討議会2010
̶ みんなで考えよう、　
　　　　　信濃川の未来 ̶

市民討議会2市民討議会2市民討議会2市民討議会2
7月18日㈰開

催!!
午前９時30分

～午後５時

会場：千手中
央コミュニテ

ィセンター



②一般会計行政コスト計算書
　投資以外の行政活動にかかる費用を表しています。　

経常行政コスト 248

人にかかるコスト

（行政職員にかかる経費で人件

費など）

物にかかるコスト

（消耗品や光熱水費、施設の維

持補修費や建物などの減価償却

費）

移転収支的コスト

（生活保護などの社会保障給付

や各種団体などに対する補助

金、ほかの団体への公共資産整

備補助金など）

その他コスト

（支払利息や回収不能見込計上

額）

55

92

94

7

経常収益 9

使用料・手数料等

分担金・負担金・寄付金

6

3

純経常行政コスト 239

③一般会計純資産変動計算書
　純資産とは、今までの世代が負担してきたお金で、
貸借対照表の純資産の年間変動額を表しています。

年間変動額 16

（詳細）

期首純資産残高 805

純経常行政コスト

一般財源

　（地方税、地方交付税など）

補助金等受入など

△239

214

41

期末純資産残高 821

④一般会計資金収支計算書　
　１年間の現金の出入りを３つの性質に分けて表して
います。

期首歳計現金残高 11

１．経常的収支
（日常の行政活動の収支）

２．公共資産整備収支
（公共事業などの収支）

３．投資・財務的収支
（歳入：資産売却　歳出：貸付や市

債の償還など）

75

△11

△58

期末歳計現金残高 17

①一般会計貸借対照表
　市が所有している資産と債務を表しています。

資産の部（市が所有している財産） 負債の部（借金など、次世代の負担で返済する債務）

公共資産
（道路や学校などの公共施設の土

地、建物、設備など）

投資等
（公共施設整備などの基金積み立

てや、市が活動を行ううえで必要

な団体への出資など）

流動資産
（現金や将来の資金不足に備える

ための基金、地方債の償還に備え

るための基金）

（うち現金）

1,217

55

28

（17）

固定負債
（地方債や退職手当引当金など）

流動負債
（地方債のうち21年度中に返済する

必要がある金額など）

430

49

負債合計 479

純資産の部

（国・県からの支出金や税金など、現世代が負担

して、すでに支払が済んでいる正味の資産）

純資産
公共資産等整備国県補助金等

公共資産等整備一般財源等

その他一般財源等

資産評価差額

254

756

△193

4

純資産合計 821

資産合計 1,300 負債・純資産合計 1,300

平成20年度決算 財務４表の公表

　
市
で
は
平
成
19
年
度
の
決
算
報

告
で
、
市
の
資
産
や
負
債
な
ど
の

状
況
を
表
し
た
貸
借
対
照
表
（
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）
と
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
か
か
っ
た
費
用
な
ど
を
表

す
行
政
コ
ス
ト
及
び
行
政
活
動
ご

と
の
支
出
を
表
す
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
計
算
書
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
市
の
財
政
状
況

を
よ
り
良
く
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
民
間
企
業
が
採
用
し
て
い
る

発
生
主
義
や
複
式
簿
記
の
考
え
方

を
導
入
し
て
、
財
務
諸
表
を
作
成

し
公
表
し
た
も
の
で
す
。

　
今
回
、
国
の
「
新
地
方
公
会
計

制
度
」
に
基
づ
き
、
未
利
用
財
産

の
売
却
促
進
や
資
産
の
有
効
活
用

な
ど
を
内
容
と
す
る
改
善
を
加
え

た
新
た
な
基
準
（
総
務
省
方
式
改

訂
モ
デ
ル
）
に
よ
る
４
つ
の
財
務

諸
表
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
一
般
会
計
に
加
え

て
、
市
に
関
連
す
る
外
郭
団
体
を

含
め
た
連
結
会
計
に
つ
い
て
も
公

表
し
ま
す
。

　
貸
借
対
照
表
と
は
、
市
の
資
産

と
、
そ
の
資
産
を
ど
の
よ
う
な
財

源（
負
債
や
純
資
産
）で
ま
か
な
っ

て
い
る
か
を
総
括
的
に
表
し
た
も

の
で
す
。一
方
の
資
産
合
計
額
と
、

も
う
一
方
の
負
債
・
純
資
産
合
計

額
が
一
致
す
る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
市
の
通
常
の
決
算
で
は
、
現
金

部
門
で
は
現
金
の
流
れ
だ
け
、
財

産
部
門
で
は
財
産
だ
け
を
計
算
す

る
な
ど
各
項
目
が
個
別
に
計
算
さ

れ
て
い
ま
す
。
貸
借
対
照
表
で
は

資
産
と
負
債
の
対
比
を
し
な
が

ら
、
一
体
の
表
と
し
て
表
示
し
て

い
ま
す
。

　
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
と
は
、
民

間
企
業
の
損
益
計
算
書
に
当
た

り
、
行
政
活
動
の
う
ち
人
的
サ
ー

ビ
ス
や
給
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
と

い
っ
た
資
産
形
成
に
結
び
つ
か
な

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の

に
ど
の
く
ら
い
費
用
が
か
か
り
、

ど
の
く
ら
い
使
用
料
や
手
数
料
な

① 

貸
借
対
照
表

② 
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

ど
の
受
益
者
負
担
が
あ
っ
た
か
を

示
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
通
常
の
決
算
で
は
、
現
金

の
収
支
だ
け
が
計
算
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
金
の
動
き
だ
け
で
は
複

数
年
に
わ
た
っ
て
使
用
す
る
建
物

な
ど
の
購
入
費
を
単
年
度
の
費
用

と
し
て
の
み
し
か
表
示
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
で
は
、
現
金
の
動
き
が
生
じ

な
い
減
価
償
却
費
な
ど
の
費
用
を

計
算
す
る
こ
と
に
よ
り
、
純
粋
に

期
間
中
に
か
か
っ
た
費
用
を
表
示

し
て
い
ま
す
。

　
純
資
産
変
動
計
算
書
と
は
、
貸

借
対
照
表
の
純
資
産
の
部
に
計
上

さ
れ
て
い
る
数
値
が
１
年
間
で
ど

の
よ
う
に
変
動
し
た
か
を
表
し
て

い
ま
す
。
純
資
産
の
増
減
は
、
民

間
企
業
の
会
計
で
の
純
損
益
に
あ

た
り
、
市
が
黒
字
経
営
だ
っ
た
の

か
赤
字
経
営
だ
っ
た
の
か
を
示
し

ま
す
。
ま
た
、
純
資
産
は
今
ま
で

の
世
代
が
負
担
し
て
き
た
部
分
で

す
の
で
、
そ
の
１
年
間
の
増
減
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
資
金
収
支
計
算
書
と
は
、
資
金

財
務
４
表
と
は

の
出
入
り
の
情
報
を
性
質
の
異
な

る
「
経
常
収
支
」「
公
共
資
産
整

備
収
支
」「
投
資
・
財
務
的
収
支
」

の
３
区
分
に
分
け
て
表
示
し
た
も

の
で
す
。
こ
れ
は
、
民
間
企
業
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
に

あ
た
り
、
現
金
主
義
的
な
財
務
状

態
を
示
す
資
料
で
す
。
最
も
流
動

性
の
高
い
資
産
の
現
金
の
流
れ
が

健
全
で
あ
る
か
分
か
り
ま
す
。

　「
経
常
収
支
」
は
、
日
常
の
行

政
活
動
に
よ
る
資
金
収
支
の
状

況
、「
公
共
資
産
整
備
収
支
」
は

公
共
事
業
な
ど
に
伴
う
資
金
の
使

途
と
そ
の
財
源
の
状
況
、「
投
資
・

財
務
的
収
支
」
は
出
資
や
市
債
の

償
還
な
ど
の
支
出
と
そ
の
財
源
の

状
況
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

④ 

資
金
収
支
計
算
書

③ 

純
資
産
変
動
計
算
書

※
財
務
諸
表
は
、
内
容
が
細
か

い
た
め
、
こ
こ
で
は
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
市
ホ
�
ム

ペ
�
ジ
と
市
役
所
で
の
閲
覧

に
よ
り
公
表
し
ま
す

※
平
成
20
年
度
決
算
に
基
づ
く

財
務
４
表
は
、
新
た
な
基
準

の
導
入
に
伴
い
作
成
条
件
が

変
更
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
平
成
19
年
度
以
前
の

財
務
諸
表
と
は
直
接
比
較
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い

分
か
り
や
す
い
会
計
の
た
め

に
新
た
な
基
準
を
導
入

　市では財政状況を市民の皆さんに分かりやすく説明するため、財務諸表を作成

しています。以前からバランスシートの作成など企業会計的手法により、分かり

やすい財政状況の公表に努めていますが、平成20年度の決算からは従来の財務

４表に改善を加えるとともに、外郭団体を含めた連結会計財務４表を公表します。

■問合せ
　財政課財政係
　☎757-3114

一般会計の財務４表
（単位：億円）
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①連結貸借対照表　　

　連結会計グループが所有している資産と債務を表しています。

資産の部（所有している財産） 負債の部（借金など、次世代の負担で返済する債務）

公共資産
（公共施設の土地、建物など）

投資等
（公共施設整備などの基金積み立

てや、出資など）

流動資産
（現金や基金）

（うち現金）

1,994

71

60

（34）

固定負債
（地方債や退職手当引当金など）

流動負債
（地方債のうち21年度中に返済する必

要がある金額など）

761

75

負債合計 836

純資産の部
（国・県からの支出金や税金など、現世代が負担して、
すでに支払が済んでいる正味の資産）

純資産合計 1,289

資産合計 2,125 負債・純資産合計 2,125

②連結行政コスト計算書
　投資以外の行政活動にかかる費用を表しています。

経常行政コスト 485

人にかかるコスト

（人件費など）

物にかかるコスト

（施設の維持補修費や建物など

の減価償却費）

移転収支的コスト

（社会保障給付や補助金など）

その他コスト

（支払利息など）

76

140

241

28

経常収益 175

純経常行政コスト 310

③連結純資産変動計算書
　純資産とは、今までの世代が負担してきたお金で、
貸借対照表の純資産の年間変動額を表しています。

年間変動額 20

（詳細）

期首純資産残高 1,269

純経常行政コスト

一般財源（地方税、地方交付税など）

補助金等受入など

△310

217

113

期末純資産残高 1,289

④連結資金収支計算書
　１年間の現金の出入りを３つの性質に分けて表しています。

期首歳計現金残高 26

１．経常的収支

２．公共資産整備収支

３．投資・財務的収支

92

2

△86

当年度資金増減額 8

期末歳計現金残高 34

  

第
２
回

  「
新
十
日
町
病
院
建
設
場
所
検
討
委
員
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
し
た

心の健康講座心の健康講座
連結会計グループ

一般会計
特別会計
（国民健康保険特別会計や
下水道事業特別会計など全
９会計）

水道事業会計

市全体

一部事務組合等
十日町地域広域事務組合
津南地域衛生施設組合
新潟県市町村総合事務組合
魚沼障害福祉組合
新潟県後期高齢者医療広域連合
十日町市土地開発公社

第三セクター
㈶十日町地域地場産業振興センター
㈶松之山農業担い手公社
当間高原開発㈱
㈱松葉荘
㈱まちづくり川西
中里村地域開発㈱
㈱なかさと
松代総合開発㈱
㈲湯米心まつのやま

※第三セクターは、原則50％以上の出資比率を連

結の対象としていますが、財政支援などの状況

で50％未満の団体も連結することにしています

　連結財務４表とは、市に関連する外郭団体なども行政サービスの実施主体としてと

らえ、それらを含めて作成した財務諸表です。連結の範囲は次のとおりです。

連結会計の財務４表
（単位：億円）

　
５
月
27
日
㈭
、
新
十
日
町
病
院
の
建

設
場
所
を
検
討
す
る
、
第
２
回
新
十
日

町
病
院
建
設
場
所
検
討
委
員
会
が
市
役

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、「
検
討
項
目
に
基
づ
い
た

各
候
補
地
の
検
討
と
比
較
の
手
法
検
討

な
ど
」
を
議
題
に
進
め
ら
れ
、
県
の
進

め
る
都
市
政
策
に
つ
い
て
の
説
明
や
第

１
回
目
の
検
討
委
員
会
で
方
向
付
け
し

た
11
の
検
討
要
素
（
①
土
地
の
状
況
②

救
急
医
療
③
患
者
の
利
便
性
④
医
者
の

利
便
性
⑤
地
域
連
携
⑥
療
養
環
境
⑦
ま

ち
づ
く
り
⑧
周
辺
へ
の
影
響
⑨
自
然
災

害
⑩
建
設
開
始
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
⑪
市

の
財
政
に
与
え
る
影
響
）に
基
づ
い
て
、

４
つ
の
検
討
候
補
地
（
①
小
黒
沢
②
現

在
地
③
下
島
④
四
日
町
下
島
）
を
比
較

し
た
資
料
な
ど
の
説
明
の
後
、
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

　
次
回
の
検
討
委
員
会
は
６
月
８
日
㈫

に
予
定
さ
れ
、
今
回
の
説
明
な
ど
を
踏

ま
え
て
、
同
じ
議
題
で
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
検
討
委
員
会
の
概
要
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
医

療
・
保
健
・
福
祉＞

地
域
医
療
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　
地
域
中
核
病
院
建
設
推
進
室

　
☎
７
５
７

｜

３
１
８
７

「十日町市総合計画第１回審議会」
を開催しました

　５月14日㈮、市役所で市総合計画第１回

審議会が開催されました。市の最上位の指針

となる「総合計画後期基本計画（平成23年

度から27年度）」の策定に当たり、30人の委

員が市長から委嘱を受け、会長に樋口正文十

日町商工会議所副会頭、副会長に渡邉和子市

教育委員会委員が選出されました。この日、

市長から会長に対し諮門書が手渡され、今後

の審議会で計画案について審議を重ねた後、

12月に審議会から市長へ答申される予定で

す。

開催日 テーマ 講　師

６月
29日㈫

ライフサイクル
と心の健康

本間道雄さん
（小千谷地域こころのケア   
　センター主任専門員）

７月
６日㈫

心の病気とその
治療

山下正廣さん
（山下クリニック院長）

７月
16日㈮

うつとアルコー
ルの話

服部潤吉さん
（青陵大学准教授）

７月
23日㈮

からだと心のス
トレッチ

南雲陽子さん
（オフィス・エヌ代表）

※興味のあるテーマのみの参加も可能です

　中央公民館では、小千谷地域こころのケアセン

ターの協力で、４回にわたり心の健康講座を開催し

ます。仕事上のストレスや子育ての悩みなどで、心

や体に変調をきたす前にいっしょに考えませんか。

■開講時間：午後７時〜８時30分

■参加費：無料　■定員：先着20人

■会場・申込み・問合せ：

　６月23日㈬までに中央公民館　☎757-5011

中央公民館成人講座
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ワ
ッ
コ
ジ
、
津
南
町
で
は
イ
ワ
ズ
イ
コ

と
も
呼
ば
れ
、
い
ず
れ
も
食
べ
ら
れ
る

こ
と
を
意
味
す
る
名
前
で
す
。
ミ
カ
ン

の
よ
う
な
形
の
実
は
、
皮
を
む
い
て
食

べ
る
と
渋
味
を
伴
っ
た
甘
い
美
味
な
も

の
で
す
。
松
代
で
い
う
ジ
ッ
コ
ジ
は
地

柑
子
︵
じ
こ
う
じ
︶
で
、
実
の
形
が
柑

橘
類
に
似
て
い
る
こ
と
に
基
づ

き
、
そ
の
ほ
か
の
方
言
名
も
こ

れ
に
関
連
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
表
皮
を
む
く
と
ゴ
マ
の
よ

う
な
粒
々
に
覆
わ
れ
た
水
っ
ぽ

い
果
肉
が
現
れ
、
そ
れ
が
ミ
カ

ン
の
皮
を
む
い
た
後
の
形
に
そ

っ
く
り
で
す
。
ゴ
マ
粒
の
よ
う
な
も
の

が
種
子
で
、
ゴ
マ
ニ
ギ
リ
と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
う
な
づ
け
ま
す
。
ど
な
た
に
も

懐
か
し
い
植
物
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
︵
文
と
絵　

高
橋
八
十
八
︶

　

春
の
山
菜
採
り
の
季
節
は
ま
さ
に
黄

金
の
シ
ー
ズ
ン
で
、
す
べ
て
の
も
の
が

輝
き
ま
す
。
山
道
や
山
田
の
あ
ぜ
に
、

常
緑
の
小
低
木
が
は

う
よ
う
に
し
て
生

え
、
薄
い
ピ
ン
ク
色

の
美
し
い
花
を
咲
か

せ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
ツ
ツ
ジ
の
仲
間

で
イ
ワ
ナ
シ︵
岩
梨
︶

と
い
い
ま
す
が
、
松
代
で
は
ジ
ッ
コ
ジ

と
い
う
名
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
浦

田
で
は
ズ
ン
ナ
シ
と
か
ズ
イ
ナ
シ
、
小

谷
で
は
ブ
ッ
コ
ウ
ジ
、
寺
田
は
ズ
ミ
、

田
野
倉
は
タ
ウ
エ
ズ
ミ
、
犬
伏
で
は
イ

　倉俣集落が倉俣村だったとき、同

村から戦後初の女性国会議員が誕生

したことは意外と知られていませ

ん。女性に初めて選挙権・被選挙権

が与えられた昭和21年４月10日投

票の衆議院議員選挙で、当時51歳

の野村ミスさん（旧姓：高野）が、

県内二人の女性代議士のうちの一人として当選しま

した。野村さんの代議士への信念は、戦災引揚者を

抱えながら都会に米を供給する山村へ、人々が飢え

ずに暮らせるような十分な食糧を確保したいという

思いだったそうです。野村さんの死後、

三回忌を機に集落内の東光寺の境内に高

さ２ｍの白い石碑が建て

られました。来年で三十

三回忌。石碑に刻まれ

た「初代夫人衆議院議員

当村出身野村ミス女史之

碑」には、地域の誇りも

込められています。

　
５
月
19
日
㈬
か
ら
21
日
㈮
の
３
日

間
、
東
京
都
府
中
市
立
府
中
第
一
中
学

校
の
３
年
生
１
５
４
人
が
修
学
旅
行
で

越
後
田
舎
体
験
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
３
～
４
人
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
地
元
の
農
家
（
42
戸
）

に
一
泊
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
農
作
業
や

山
菜
取
り
、
郷
土
料
理
な
ど
を
体
験
し

ま
し
た
。
緊
張
し
つ
つ
も
楽
し
み
に
し

て
い
た
民
泊
は
、
初
め
て
の
こ
と
だ
ら

け
で
み
ん
な
興
味
津
々
。
受
け
入
れ
る

側
も
、
生
徒
た
ち
が
来
る
の
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
し
た
。

　
松
代
の
池

田
猛
さ
ん
宅

に
は
、
女
子

生
徒
４
人
が

訪

れ

ま

し

た
。初
日
は
、

池
田
さ
ん
が
先
生
と
な
り
畑
仕
事
。
初

め
て
使
う
ク
ワ
で
の
じ
ゃ
が
い
も
植
え

と
、
五
月
菜
の
収
穫
で
す
。
雨
が
降
り

出
し
そ
う
な
天
気
で
し
た
が
、
カ
ッ
パ

と
長
靴
姿
で
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
翌

日
は
、
池
田
さ
ん
の
奥
さ
ん
か
ら
教
わ

る
あ
ん
ぼ
教
室
。
初
め
て
の
あ
ん
ぼ
作

り
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
自
分
で

作
っ
た
あ
ん
ぼ
に
満
足
気
な
表
情
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
予
定
し
て

い
な
か
っ
た
稲
の
苗
運
び
も
、
自
分
た

ち
か
ら
「
や
り
た
い
！
」
と
お
手
伝

い
。
す
べ
て
の
こ

と
が
新
鮮
で
楽
し

そ
う
に
作
業
し
て

い
る
彼
女
た
ち
の

姿
は
、
周
囲
を
明

る
く
笑
顔
に
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
、
ま
つ
だ
い
ふ
る
さ
と
会
館

で
行
わ
れ
た
民
泊
農
家
お
別
れ
会
で
は

涙
を
見
せ
る
生
徒
も
。
田
舎
体
験
は
単

に
農
作
業
を
体
験
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
人
と
人
と
の
心
の
か
よ
っ
た
交
流

と
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
も
、「
ま

た
遊
び
に
来
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
」

と
目
を
細
め
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も

農
家
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
充
実
し
た

体
験
と
な
り
ま
し
た
。

池田さん夫妻と民泊した生徒たち

初めてのクワ
なかなか様になっています

真剣な表情で
あんぼ作りに挑戦

落とさないように、
慎重に

　
５
月
21
日
㈮
、
信
濃
川
・
魚
野
川
水

防
連
絡
会
主
催
の
信
濃
川
水
防
訓
練

が
、
信
濃
川
宮
中
ダ
ム
脇
の
中
里
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練

は
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
梅
雨
時
期
の
大

雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る
洪
水
に
対
し

て
、
水
防
作
業
を
安
全
に
、
か
つ
適
切

な
対
処
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
信
濃
川

流
域
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
国
土
交
通
省
を
は
じ
め
と

す
る
行
政
機
関
や
消
防
関
係
者
、
十
日

町
消
防
団
の
各
方
面
隊
、
津
南
町
消
防

団
、
河
川
災
害
応
急
復
旧
協
定
業
者
な

ど
約
２
０
０
人
が
参
加
。
訓
練
で
は
実

地
を
想
定
し
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

身
に
つ
け
た
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
を
中

心
に
、
鋼
く
い
と
防
水
シ
ー
ト
を
使
っ

て
堤
防
な
ど
で
の
水
あ
ふ
れ
を
防
止
す

る
「
改
良
積
み
土
の
う
工
法
」
や
、「
木

流
し
工
法
」、「
ブ
ロ
ッ
ク
投
入
工
法
」

を
行
い
ま
し
た
。
ど
の
訓
練
も
信
濃
川

で
の
活
用
頻
度
の
高
い
工
法
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
団
員
の
皆
さ
ん
は
指
揮
官

の
号
令
を
合
図
に
連
携
の
取
れ
た
動
き

で
、
手
際
良
く
正
確
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　
近
年
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
ゲ

リ
ラ
豪
雨
や
、
急
な
河
川
の
増
水
被
害

が
起
き
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
関
係
者
の
皆

さ
ん
は
日
ご
ろ
の
訓
練
に
励
ん
で
い
ま

す
。

水
害
か
ら
ま
ち
を
守
る
た
め
に

信
濃
川
水
防
訓
練

協力して土のうに砂を詰め込みます

越
後
田
舎
体
験
　民
泊

～
心
の
か
よ
っ
た
交
流
に
感
動
～

　初夏の里山で森林浴を満喫しませんか。林の

中では珍しい花や野生動物が見られるかもしれ

ません。自然観察員の解説付きで、小学生から

楽しめます。昼食にはとん汁がふるまわれ、最

後は温泉でさっぱりしましょう。

◆日時：６月27日㈰ 午前８時30分〜（小雨決行）

◆集合場所：清津峡ホテル せとぐち（西田尻）

◆参加費：大人1,000円、子ども500円

◆定員：先着20人

◆コース：西方集落〜重地大池（ブナ林を散策）

　　　　　〜牧畑

◆持ち物：

　昼食、雨具、着替え

　（入浴用）など

◆申込み・問合せ：

　６月23日㈬までに

　市観光協会中里支部

　☎763-3168
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イワナシ

イ
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たから
探し
たから
探し

倉俣編

石碑と野村さんにまつわる資料
を管理している島田東一さん

新緑のランドマークツアー～ブナ林を歩こう～
トレッキング参加者募集！



健康支援課成人保健係
TEL757-9764

お客様の笑顔が自分の満足
◯60

問合せ

60

　
学
生
の
こ
ろ
か
ら
ハ
ニ
ー
ズ
の
洋
服
が
好
き
で

よ
く
着
て
い
ま
し
た
。
一
度
違
う
会
社
に
就
職
し

ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
こ
の
仕
事
が
し
た
く
て

転
職
し
ま
し
た
。
も
う
５
年
が
た
ち
ま
し
た
が
、

２
年
前
か
ら
は
お
店
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
の
仕
事
が
大
好
き
で
す
。お
客
様
と
接
し
て
、

満
足
し
て
帰
っ
て
も
ら
う
と
き
に
一
番
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
ね
。
会
社
で
は
接
客
販
売
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
商
品
点
数
が
多
い
の
で
、
洋
服
を

探
し
て
い
る
お
客
様
に
声
を
か
け
て
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
接
客
は
お
客
様
か
ら
好
評
で
、
お
か
げ
で

売
り
上
げ
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
休
み
の
日
は
家
で
家
事
を
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
た
ま
に
買
い
物
な
ど
に
出
か
け
る
と
、

気
に
な
っ
て
ほ
か
の
洋
服
店
を
の
ぞ
い
て
し
ま
い

ま
す
ね
。
ハ
ニ
ー
ズ
で
は
、
幅
広
い
客
層
の
ニ
ー

ズ
を
と
ら
え
、
早
い
商
品
展
開
を
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
来
店
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。６

月
か
ら
住
民
健
診
が
始
ま
り
ま
す

〜
１
年
に
１
回
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
〜

　
市
で
は
、
職
場
や
学
校
、
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
で
健
康
診
査
を
受
け

る
機
会
の
な
い
人
に
住
民
健
診
を

実
施
し
ま
す
。

16
〜
39
歳
で
、
自
営
業
や
主
婦
、

会
社
な
ど
で
健
診
の
受
診
機
会
が

な
い
人

【
持
ち
物
】

・
健
康
診
査
受
診
票
兼
受
診
券

・
健
康
診
査
受
診
料
２
、０
０
０
円

40
〜
75
歳
で
、
十
日
町
市
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

【
持
ち
物
】

・
保
険
証
（
必
ず
持
参
）

・
健
康
診
査
受
診
票
兼
受
診
券

・
健
康
診
査
受
診
料
１
、３
０
０
円

　（
70
歳
以
上
の
人
は
無
料
）

40
〜
75
歳
で
、
十
日
町
市
国
民
健
康

保
険
以
外
に
加
入
し
て
い
る
人
の

被
扶
養
者
（
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い

る
人
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
人
）

　
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保

険
者
（
保
険
証
の
発
行
元
）
が
契

約
す
る
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
対
象
者
へ
は
、
保
険
者
か
ら
受

診
案
内
や
受
診
券
が
配
布
さ
れ
ま

す
（
受
診
券
の
発
行
に
申
請
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）。
受
診

会
場
・
日
時
・
料
金
な
ど
は
、
受

診
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
市
の
住
民
健
診
が
会
場
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
る
人
の
持
ち
物
】

・
保
険
証

・
特
定
健
康
診
査
受
診
券
（
保
険

　
者
発
行
）

・
自
己
負
担
金
（
保
険
者
に
よ
り

　
金
額
が
異
な
り
ま
す
）

76
歳
以
上
の
人

【
持
ち
物
】

・
健
康
診
査
受
診
票
兼
受
診
券

※
住
民
健
診
や
各
種
が
ん
検
診
は

　
随
時
申
込
み
が
で
き
ま
す
の
で

　
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

※
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な

　
い
ま
ま
進
行
し
ま
す
。
健
診
で

　
自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
、

　
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
を
見
直
し

　
ま
し
ょ
う

料
金
が
変
わ
り
ま
し
た

●
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

　
自
己
負
担
金
２
０
０
円
が
か

か
り
ま
す
（
70
歳
以
上
の
人
は

無
料
）。
検
査
結
果
を
受
診
者

全
員
に
通
知
し
ま
す
。

●
前
立
腺
が
ん
検
診

　
自
己
負
担
額
が
２
、
０
０
０

円
に
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

健康診査（住民健診）
の検査項目

身 体 計 測（16〜74歳
は腹囲測定あり）、血
圧測定、検尿、血液検
査（脂質・血糖・肝機
能・貧血）
※一定基準の中で、医
　師が必要と認めた場
　合のみ、心電図、眼
　底検査を実施

佐藤　美加 さん
1982年生

㈱ハニーズ勤務（ジャスコ十日町店内）

先月の髙橋拓也さんからのバトンタッチ。

　昨年の新潟県に続き、今年は長野県で信州デ

スティネーションキャンペーン（信州DC）が

開催されます。隣接エリアとして当市も信州

DCに参加することから、観光のまちづくりを

さらに進めていきます。特に市外から鉄道など

で訪れた観光客の皆さんから、手軽に市内を観

光してもらえるよう、駅からの交通手段を提供

します。十日町駅とまつだい駅を起点に、３つ

の周遊コースを用意し、大地の芸術祭作品をは

じめとした観光資源、温泉施設などを巡る観光

バスを運行します。（運行間隔約60分）

■運行期間：６月26日㈯〜11月21日㈰の土・

　　　　　　日曜日、祝日

■料金：1,000円（１日券）、1,800円（２日券）

　　　　※小学生以下は半額

■周遊コース：　※「　」内は芸術祭作品名

①十日町・川西コース（所要１時間20分）

キナーレ、神明水辺公園、「うぶすなの家」、

ナカゴグリーンパーク、千年の湯、博物館

②まつだい・松之山コース（所要２時間45分）

「脱皮する家」、星峠棚田、美人林・キョロロ、

松之山温泉、「家の記憶」、「最後の教室」

③十日町・中里コース（所要２時間30分）

妻有焼陶芸センター、清津峡、「空の粒子」、「蔓

蔓」、ベルナティオ、「再構築」

※３コースのバス及びほくほく線（十日町駅−

　まつだい駅）の乗り降りが自由にできます

■販売窓口：

　十日町駅西口案内所、まつだい駅観光案内所

　ほか。JTBやJR旅行商品としても販売予定。

■パスに関する問合せ：

　市観光協会　☎757-3345

市内周遊観光バス
「越後妻有のりおりパス」の販売

　江村　龍
　　　　ちゃん

えむら　りゅうちゃん
平成18年12月11日生まれ
北鐙坂３　　　（写真左）

　りゅうちゃんは、大きくなったら「新幹線の運転手と
パパと同じガーガー（重機）に乗る人とシンケンジャー
になりたい」と夢いっぱい。ななみお姉ちゃんといっ
しょに、おじいちゃん手作りのブランコでハイ、ポーズ！

　富井　陸
　　　　ちゃん

とみい　りくちゃん
平成21年３月28日生まれ
北新田３　　　（写真右）

　初めてしゃべった言葉が「だいちゃん！」なくら
い、だいお兄ちゃんが大好きなりくちゃん。晴れ
た日には、りくちゃんは三輪車、だいお兄ちゃん
は自転車で仲良く元気いっぱいに遊んでいます。
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新潟アルビレックスBC選手訪問

八箇峠トンネル工事説明会

　５月28日㈮、椌木地内で八箇峠トンネル工事説明会
が行われ、関係者や地元住民など約100人が施工業者な
どから工事の説明を受けました。上越市から南魚沼市を
結ぶ延長60㎞の上越魚沼地域振興快速道路のうち、八箇
峠道路については新潟県からの権限代行事業として国土
交通省が整備を進めています。その一部である八箇峠ト
ンネルは、八箇峠を縦断する延長2,840ｍのトンネルで、
十日町市側の工事は本年度から施工。砂を多く含む地質
のため、１日３〜４ｍずつ慎重に掘り進められます。

　５月17日㈪、浦田小学校（丸山睦子校長：児童12人）で、新
潟アルビレックス・ベースボール・クラブ（BC）の青木智史コ
ーチ兼外野手と長坂秀樹ピッチャーによる児童との交流会が行わ
れました。この交流会は、新潟アルビレックスBCの地域貢献プ
ロジェクトの一環として、昨年から県内各地の小学校や病院など
で行われているものです。最初は緊張していた児童たちも、キャ
ッチボールが始まると次第に笑顔になり、アドバイスを受けなが
ら両選手を相手に硬球を投げていました。野球の後はいっしょに
給食を食べ、選手からは運動と食事の大切さについても話があり
ました。食後はドッジボールなどをして交流を深めました。

ッ
ト
ボ
ト
ル
）
※
作
業
し
や
す
い

服
装
で
参
加
●
参
加
費
＝
無
料
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
石
彫

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
事
務

局
（
生
涯
学
習
課
内
☎
７
５
７
―

８
９
１
８
）

犬
の
し
つ
け
教
室

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

石
彫
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

ウ
ォ
ー
ク

　
作
品
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
聞

き
つ
つ
、
作
品
71
体
を
き
れ
い

に
し
な
が
ら
巡
り
ま
す
。
●
日
時

＝
６
月
26
日
㈯
午
前
９
時
～
11
時

●
集
合
場
所
＝
市
総
合
体
育
館
北

側
広
場
●
持
ち
物
＝
帽
子
、
軍
手

（
可
能
で
あ
れ
ば
バ
ケ
ツ
、
た
わ

し
、
草
刈
り
が
ま
、
２
ℓ
空
き
ペ

●
期
日
＝
７
月
８
日
㈭
・
９
日
㈮

●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
対
象
＝
管

内
の
防
火
管
理
義
務
対
象
物
に
居

住
ま
た
は
勤
務
し
、
防
火
管
理
者

と
し
て
選
任
さ
れ
る
予
定
の
人
●

受
講
料
＝
４
、
０
０
０
円
※
指
定

の
用
紙
で
金
融
機
関
に
て
振
込
み

●
定
員
＝
先
着
１
０
０
人
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
６
月
30
日
㈬
ま
で

に
、
申
込
書
（
問
合
せ
先
に
配
置
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈h

ttp
://w

w
w

.

to
k
a
m

a
ch

i-k
o
u
ik

i.jp
/

〉
か
ら

も
取
得
可
能
）
に
写
真
１
枚
を
添

え
て
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防

課
（
☎
７
５
７
―
１
５
５
７
）
ま

た
は
各
分
署
・
分
遣
所

　
父
の
日
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ

ッ
ト
を
作
っ
て
遊
び
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
＝
６
月
20
日
㈰
午
前
９
時

30
分
～
11
時
40
分
（
受
付
開
始
９

時
15
分
）
※
雨
天
決
行
●
会
場
＝

吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場

●
対
象
＝
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
参
加
費
＝
ロ
ケ
ッ
ト
１
台
に
つ

き
３
０
０
円
●
定
員
＝
50
組
●
持

ち
物
＝
は
さ
み
、
カ
ッ
タ
ー
、
炭

酸
飲
料
の
１
・
５
ℓ
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
（
ふ
た
付
き
）
２
本
、
１
ℓ
牛

乳
パ
ッ
ク
２
本
、
雨
の
場
合
は
カ

ッ
パ
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月

18
日
㈮
ま
で
に
吉
田
公
民
館
（
☎

７
５
２
―
２
８
７
４
）

か
ん
た
ん
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ロ
ケ
ッ
ト
教
室

　
生
後
４
か
月
～
１
歳
前
後
の
犬

を
飼
っ
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

●
日
時
＝
７
月
７
日
㈬
・
14
日

㈬
・
21
日
㈬
午
後
７
時
～
８
時
30

分
（
３
日
間
）
※
１
回
の
み
の
参

加
は
不
可
●
会
場
＝
十
日
町
保
健

所
駐
車
場
●
受
講
料
＝
２
、
０
０

０
円
（
動
物
愛
護
協
会
会
員
は
１
、

０
０
０
円
）
●
定
員
＝
先
着
15
人

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
地

域
振
興
局
健
康
福
祉
部
衛
生
環
境

課
（
☎
７
５
７
―
２
７
０
７
）

※
種
苗
な
ど
の
材
料
は
各
自
で
負

担
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
18

日
㈮
ま
で
に
環
境
衛
生
課
環
境
企

画
係
（
☎
７
５
２
―
３
９
２
４
）

　
子
ど
も
の
心
の
発
達
と
親
子
関

係
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。
●

日
時
＝
７
月
10
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分
●
会
場
＝
中
里
な

か
よ
し
保
育
園
●
対
象
＝
就
学
前

の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
、
保
育

関
係
者
●
入
場
料
＝
無
料
●
内
容

＝
講
演
「
こ
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
育

ち
と
親
の
か
か
わ
り
」
稲
月
ま
ど

か
さ
ん
（
胎
内
市
黒
川
病
院
医

師
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月

30
日
㈬
ま
で
に
中
里
支
所
市
民
課

健
康
・
子
育
て
係
（
☎
７
６
３
―

３
１
２
１
）

　
認
知
症
の
正
し
い
知
識
と
予

防
・
対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ

う
。
●
日
時
＝
６
月
25
日
㈮
午
後

２
時
～
４
時
●
会
場
＝
松
之
山
自

然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
●
参
加
費
＝

無
料
●
内
容
＝
講
演
「
認
知
症
に

つ
い
て
」
有
田
正
知
氏
（
中
条
第

二
病
院
精
神
科
医
師
）、
座
談
会

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　
窓
辺
に
ア
サ
ガ
オ
な
ど
の
つ
る

性
植
物
を
植
え
ま
せ
ん
か
。
緑
の

カ
ー
テ
ン
が
日
陰
を
つ
く
り
涼
し

く
な
り
ま
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
は
写

真
に
よ
る
審
査
で
、
結
果
は
市
報

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
緑
の
カ

ー
テ
ン
は
幅
５
ｍ
以
上
で
あ
る
こ

と
が
条
件
で
す
。
●
参
加
資
格
＝

市
民
や
市
内
の
事
業
所
、
学
校
な

ど
●
定
員
＝
20
組
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
●
参
加
費
＝
無
料

キ
ナ
ー
レ
き
も
の
歴
史
館
特
別
企
画
展

Ｙ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
織
展

　
市
内
在
住
の
伝
統
工
芸
士
・
市

村
久
子
さ
ん
の
手
織
り
の
き
も

の
・
帯
・
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど
約

40
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
●
会

期
＝
～
６
月
27
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
５
時
（
定
休
日

：

毎
週
水
曜

日
）●
入
館
料
＝
大
人
３
０
０
円
、

中
学
生
１
０
０
円
、
小
学
生
以
下

無
料
●
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎

７
５
２
―
０
１
１
７
）

子
育
て
講
演
会

家
族
介
護
教
室
・
介
護
者

交
流
事
業

●
問
合
せ
＝
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
社
協
と
お
か
ま
ち
（
☎
５
９

７
―
３
８
０
５
）

広告掲載

関東管区警察局長
（交通安全功労）
関東交通安全協会
連合会長表彰

　
髙
橋
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
に
32

歳
で
交
通
安
全
協
会
千
手
支
部
役

員
に
就
任
し
、
現
在
は
同
協
会
副

会
長
を
務
め
る
な
ど
、
30
年
間
に

わ
た
り
地
域
の
交
通
事
故
防
止
活

動
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
講
習
会
の
開
催
や
指

導
所
の
実
施
な
ど
、
行
政
や
警
察

と
協
力
し
た
効
果
的
な
活
動
は
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
担
当
区
域

内
の
支
部
長
や
役
員
、
女
性
部
員

と
連
携
し
た
活
動
な
ど
、
今
後
の

活
躍
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

表　彰
おめでとうございます

髙橋　敏行さん

（坪山・62 歳）
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　このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画政策課広報広聴係
（☎757─3112）へ、気軽にお寄せく
ださい。
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です

※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

広告掲載



　
そ
ば
打
ち
や
幻
想
的
な
蛍
の
光

を
楽
し
み
ま
す
。
●
日
時
＝
６
月

26
日
㈯
午
後
２
時
～
９
時
（
ほ
く

ほ
く
線
を
利
用
す
る
人
は
、
１
時

30
分
ま
つ
だ
い
駅
集
合
で
送
迎
あ

り
）
●
集
合
場
所
＝
松
之
山
温
泉

里
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
●
参
加

資
格
＝
男
性

：

県
内
在
住
で
20
～

45
歳
の
独
身
の
人
、
女
性

：

20
～

40
歳
の
独
身
の
人
●
参
加
費
＝
男

性
５
、
０
０
０
円
、
女
性
３
、
０

０
０
円
（
現
地
ま
で
の
交
通
費
は

含
み
ま
せ
ん
）
※
動
き
や
す
い
服

装
で
参
加
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

６
月
18
日
㈮
ま
で
に
松
之
山
温
泉

合
同
会
社
ま
ん
ま
（
☎
５
９
５
―

８
５
８
８
）

　
な
ご
み
の
家
と
知
的
障
が
い
者

通
所
施
設
さ
く
ら
の
家
（
東
京
都

江
戸
川
区
）
へ
入
場
料
か
ら
寄
付

し
ま
す
。
●
日
時
＝
６
月
16
日
㈬

午
後
７
時
～
（
開
場
６
時
30
分
）

レ
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

　森の学校キョロロで

は、市内のブナ林の写真

を募集しています。応募

作品はキョロロで展示し、入館者の投票

で最優秀賞などを決定します。自慢の写

真をぜひ送ってください。

◎応募締切り

　８月31日㈫（当日消印有効）

※応募方法などの詳細は、ホームページ

　（http://www.matsunoyama.com/

　kyororo/）で確認するか、問い合わ

　せてください

◎応募・問合せ

　森の学校キョロロ　☎595-8311

十日町市ブナ林
写真コンテスト

チ
ャ
リ
テ
ィ
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト

チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　
〜
夏
の
沖
縄
を
謳
う
〜

　
オ
ペ
ラ
か
ら
沖
縄
の
歌
、
日
本

の
叙
情
歌
ま
で
幅
広
く
楽
し
め

ま
す
。
●
日
時
＝
６
月
24
日
㈭
午

●
会
場
＝
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
●
入
場
料
＝
大
人

３
、
０
０
０
円
、
中
・
高
生
２
、

０
０
０
円
、
小
学
生
１
、
０
０
０

円
（
当
日
券
３
、
５
０
０
円
）
●

出
演
＝
ア
リ
ー
ナ
・
ウ
ー
さ
ん
（
ピ

ア
ノ
）、
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
イ
ム
さ
ん

（
バ
リ
ト
ン
）
●
曲
目
＝
シ
ョ
パ
ン

「
バ
ラ
ー
ド
№
１
」、ベ
ル
デ
ィ
「
椿

姫
よ
り
」
ほ
か
●
チ
ケ
ッ
ト
申
込

み
・
問
合
せ
＝
樋
口
（
☎
０
９
０

―
７
２
０
０
―
３
７
０
０
）

　
内
履
き
を
持
参
し
、
運
動
が
で

き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
●
日
時
＝
６
月
29
日
㈫
午
後

後
７
時
～
（
開
場
６
時
30
分
）
●

会
場
＝
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
十
日

町
教
会
●
入
場
料
＝
大
人
１
、
５

０
０
円
、
小
学
生
以
下
無
料
●
出

演
＝
金
城
久
美
子
さ
ん
（
ソ
プ
ラ

ノ
）、
田
口
好
世
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

●
曲
目
＝
「
涙
そ
う
そ
う
」「
さ

と
う
き
び
畑
」
ほ
か
●
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
＝
イ
ト
ー
楽
器
、
楽
器
の
お

ぎ
の
、
サ
ウ
ン
ド
エ
ー
ス
、
波
輝

●
問
合
せ
＝
生
き
が
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
務
局
（
み
ら
い
印
刷
内
☎

７
５
２
―
０
３
５
０
）

７
時
～
（
受
付
開
始
６
時
30
分
）

●
会
場
＝
市
民
体
育
館
●
参
加
費

＝
５
０
０
円
●
講
師
＝
宮
沢
忠
男

さ
ん
（
㈳
日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

連
盟
公
認
指
導
者
）
●
曲
目
＝

「
ま
た
君
に
恋
し
て
る
」「
花
太
鼓
」

ほ
か
●
問
合
せ
＝
高
橋
（
☎
７
５

７
―
２
６
８
６
）

●
日
時
＝
６
月
20
日
㈰
午
後
２
時

～
（
開
場
１
時
30
分
）
●
会
場
＝

市
民
会
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
問

合
せ
＝
十
日
町
高
校
吹
奏
楽
部
・

三
浦
（
☎
７
５
２
―
３
５
７
５
）

　
自
分
の
魅
力
を
発
見
し
、
前
向

き
に
生
活
す
る
ヒ
ン
ト
を
学
び
ま

し
ょ
う
。
●
日
時
＝
６
月
15
日
㈫

午
後
７
時
30
分
～
９
時
20
分
●
会

場
＝
松
之
山
温
泉
セ
ン
タ
ー
鷹
の

湯
●
参
加
費
＝
無
料
●
内
容
＝
①

自
分
を
知
る
②
「
魅
力
」
と
は
、

人
と
人
が
ひ
き
あ
う
こ
と
③
初
対

面
で
う
ち
と
け
る
３
つ
の
原
則
④

自
己
表
現
の
コ
ツ
●
講
師
＝
小
林

十
日
町
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

第
40
回
定
期
演
奏
会

自
己
Ｐ
Ｒ
セ
ミ
ナ
ー

あ
な
た
の
魅
力
　
み
つ
け
よ
う
！

　
運
動
教
室
で
体
力
づ
く
り
を
し

ま
せ
ん
か
。
教
室
内
容
や
送
迎
バ

ス
利
用
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
●
期
間
＝
６
月
29

日
㈫
ま
で
●
対
象
＝
生
後
６
か
月

～
大
人
●
受
講
料
＝
１
回
１
、
０

０
０
円
●
会
場
・
申
込
み
・
問
合

せ
＝
十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ

ン
タ
ー（
☎
７
５
８
―
３
３
４
３
）

　
気
持
ち
の
良
い
季
節
に
親
子
で

楽
し
い
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。
●
日
時
＝
６
月
25
日
㈮
午
前

10
時
～
正
午
●
集
合
場
所
＝
ベ
ル

ナ
テ
ィ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー

●
対
象
＝
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と

そ
ば
打
ち
＆
蛍
合
コ
ン
ツ
ア
ー

京
子
さ
ん
（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
松

之
山
温
泉
合
同
会
社
ま
ん
ま
（
☎

５
９
５
―
８
５
８
８
）

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
講
座

●
日
時
＝
７
月
７
日
㈬
～
８
月
25

日
㈬
の
毎
週
水
曜
日
午
前
９
時

～
11
時
30
分
●
会
場
＝
サ
ン
ク
ロ

ス
十
日
町
●
定
員
＝
30
人
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
６
月
30
日
㈬
ま
で

に
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
７
５

０
―
５
０
１
０
）

十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
・
ス
タ
ジ
オ
教
室

体
験
会

お
は
な
し
「
た
ま
て
ば
こ
」

親
子
ピ
ク
ニ
ッ
ク
＆
絵
本

ラ
イ
ブ
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

© 佐藤一善

い
き
い
き
生
き
る
心
の
健
康

市
民
公
開
講
座

　「
う
つ
」
や
ス
ト
レ
ス
を
た
め

な
い
上
手
な
生
き
方
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。
●
日
時
＝
７
月
10
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
４
時
15
分
（
受

付
開
始
０
時
30
分
）
●
会
場
＝
南

魚
沼
市
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
●

参
加
費
＝
無
料
●
内
容
＝
講
演
①

「〝
う
つ
〟
の
早
期
発
見
と
予
防
～

家
族
・
友
人
を
〝
う
つ
〟
か
ら
守

る
～
」
五
十
嵐
正
徳
さ
ん
（
精
神

科
認
定
看
護
師
）、
講
演
②
「
い
き

い
き
人
生
　
笑
い
と
健
康
～
ス
ト

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

学
校
説
明
会

　
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
知
識
の

習
得
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。
●
日

時
＝
①
６
月
19
日
㈯
②
７
月
17
日

㈯
③
８
月
25
日
㈬
④
９
月
18
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
●
対
象
＝
本
年

度
卒
業
見
込
み
の
中
・
高
生
と
保

護
者
、
お
お
む
ね
30
歳
ま
で
の
既

日
本
語
教
育
能
力
検
定

試
験
対
策
講
座

　
10
月
24
日
㈰
の
試
験
に
向
け

て
、
過
去
の
問
題
を
解
き
な
が
ら

ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
す
。
●
日

時
＝
７
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
午
前

10
時
～
午
後
３
時
40
分
●
対
象
＝

日
本
語
教
師
養
成
講
座
修
了
生
、

ま
た
は
日
本
語
教
育
に
つ
い
て
あ

る
程
度
学
習
歴
が
あ
り
検
定
試
験

受
験
予
定
の
人
●
受
講
料
＝
１

２
、
０
０
０
円
（
教
材
費
込
み
）

●
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６

月
18
日
㈮
ま
で
に
国
際
大
学
（
☎

０
２
５
―
７
７
９
―
１
４
９
８
）

オ
ス
ト
メ
イ
ト
社
会
適
応

訓
練
事
業
研
修
会

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
や

人
工
ぼ
う
こ
う
保
有
者
）
の
ス
ト

ー
マ
の
ケ
ア
に
つ
い
て
の
研
修
会

で
す
。
●
日
時
＝
①
７
月
４
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分
②
７

月
11
日
㈰
午
後
１
時
～
５
時
●
会

場
＝
①
か
も
川
本
館
（
長
岡
市
）

②
高
陽
荘
（
上
越
市
）
●
参
加
費

＝
無
料
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
日

本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
新
潟
県
支
部

（
源
川
医
科
器
械
㈱
内
☎
０
２
５

―
２
２
９
―
７
７
７
５
）

県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
入
校
希
望
者
は
も
ち
ろ
ん
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
●
日
時
＝
６
月
19
日
㈯
・

７
月
17
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30

分
●
対
象
科
＝
自
動
車
整
備
科
、

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、
ビ
ジ
ネ
ス

ス
タ
ッ
フ
科
、
木
造
建
築
科
、
溶

接
科
●
参
加
費
＝
無
料
●
会
場
・

申
込
み
＝
中
央
公
民
館
窓
口
に
用

意
し
て
あ
る
申
込
書
を
窓
口
に
提

出
●
問
合
せ
＝
宮
沢
（
☎
７
５
８

―
２
９
６
５
）

22
年
度
国
家
公
務
員
Ⅲ
種

（
税
務
）
募
集

　
23
年
４
月
１
日
付
け
採
用
の
職

員
を
募
集
し
ま
す
。
●
受
験
資

格
＝
平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成

５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
●
受

付
期
間
＝
６
月
22
日
㈫
～
29
日

㈫
（
当
日
消
印
有
効
）
●
試
験
日

問
合
せ
＝
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク

ー
ル
（
☎
０
２
５
―
５
４
５
―
２

１
９
０
）

とおかまち市民楽校
〈平和学習編〉

―広島・長崎を語り継ぐ―

◎日　時

　６月26日㈯ 午後２時〜３時30分

◎会　場：情報館　◎参加費：無料

◎定　員

　80人

◎申込み

　・問合せ

　生涯学習課

　☎757-8918

　広島と長崎へ派遣された市民派遣

団の体験発表やビデオ「二重被爆」

の上映会を行います。家族や友だち

といっしょに平和について考える機

会にしませんか。

保
護
者
●
参
加
費
＝
親
子
で
３
０

０
円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
申
込

み
は
６
月
18
日
㈮
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
徳
永
（
☎
７
５
７
―
５
９
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
５
５
―
８
０
０
７
）

　
苗
場
山
へ
の
日
帰
り
清
掃
登
山

で
す
。
６
月
29
日
㈫
午
後
７
時

30
分
か
ら
、
中
央
公
民
館
で
説
明

会
を
行
い
ま
す
。
●
期
日
＝
７
月

４
日
㈰
●
集
合
場
所
＝
十
日
町
市

役
所
裏
駐
車
場
●
参
加
費
＝
大
人

１
、
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
、

０
０
０
円
（
説
明
会
時
に
徴
収
）

●
定
員
＝
先
着
40
人
●
コ
ー
ス
＝

小
赤
沢
コ
ー
ス
（
登
り
約
３
時
間

30
分
）、
祓
川
（
和
田
小
屋
）
コ

ー
ス
（
登
り
約
４
時
間
30
分
）
●

お
だ
ま
き
山
の
会
清
掃
登
山

レ
ス
時
代
の
上
手
な
生
き
方
～
」

大
西
金
吾
さ
ん
（
県
労
働
衛
生
医

学
協
会
常
務
理
事
）
●
問
合
せ
＝

五
日
町
病
院
日
精
看
事
務
局
（
☎

０
２
５
―
７
７
６
―
３
１
１
３
）

卒
者
●
参
加
費
＝
無
料
●
科
目
＝

木
造
建
築
、
電
気
施
設
、
エ
ク
ス

テ
リ
ア
左
官
●
会
場
・
問
合
せ
＝

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
☎

０
２
５
―
７
９
４
―
２
４
１
０
）

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
里
親
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。
親
の
病
気
や
家
庭
の
事
情
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
家
庭
の

温
も
り
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
を

自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
愛
情

を
持
っ
て
養
育
す
る
里
親
は
、
子

ど
も
の
幸
せ
の
た
め
に
大
切
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
里
親
制

度
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
人

は
、
児
童
相
談
所
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
南
魚

沼
児
童
相
談
所
（
☎
０
２
５
―
７

７
０
―
２
４
０
０
）

24市報とおかまち　平成22年6月10日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成22年6月10日号25

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



▼
今
回
は
、
越
後
田
舎
体
験
の
民
泊
に
お

じ
�
ま
し
て
き
ま
し
た
。
急
な
取
材
の
お

願
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
快
く
引
き
受
け

て
く
れ
た
農
家
の
皆
さ
ん
と
生
徒
た
ち
に

感
謝
で
す
。
生
徒
た
ち
は
、
１
泊
２
日
と

い
う
短
い
期
間
に
思
い
出
が
ぎ
�
し
り
詰

ま
り
、
別
れ
際
に
あ
ふ
れ
だ
し
て
し
ま
�

た
よ
う
で
し
た
。
泣
き
な
が
ら
も
見
せ
て

く
れ
た
笑
顔
が
印
象
に
残
�
て
い
ま
す
。

▼
５
月
22
日
㈯
に
蒲
生
集
落
で
早
稲
田
大

学
の
田
植
え
体
験
が
行
わ
れ
、
そ
こ
に
も

お
じ
�
ま
し
ま
し
た
。田
植
え
と
い
え
ば
、

わ
が
家
の
田
ん
ぼ
も
よ
う
や
く
終
わ
り
、

苗
が
き
れ
い
に
並
ん
で
い
ま
す
。
と
い
�

て
も
、
普
段
あ
ま
り
農
作
業
の
手
伝
い
を

し
て
い
な
い
私
。
地
元
の
人
に
教
え
て
も

ら
い
、
楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
学
生
た
ち

を
見
て
い
た
ら
、﹁
農

作
業
�
て
楽
し
そ

う
﹂
と
ち
ょ
�
と
興

味
が
わ
き
ま
し
た
。

▼
今
、
農
業
が
熱
い
で
す
。
市
報
で
紹
介

し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
皆
さ
ん
も
そ

う
で
す
が
、
里
山
の
良
さ
、
農
業
の
や
り

が
い
な
ど
、
こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
魅

力
に
引
き
付
け
ら
れ
て
、
け
ん
騒
な
都
会

か
ら
移
住
し
た
人
も
多
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

▼
︵
ふ
︶
は
、
今
年
初
め
て
家
庭
菜
園
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
す
�
か
り
、
土
い
じ
り

の
楽
し
さ
に
は
ま
�
て
い
ま
す
。
全
国
で

も
家
庭
菜
園
が
ブ
�
ム
だ
そ
う
で
す
。
自

然
と
親
し
む
魅
力
も
あ
り
ま
す
が
、
何
よ

り
も
自
分
で
育
て
る
こ
と
が
楽
し
く
、
生

産
者
の
顔
の
見
え
る
野
菜
が
作
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
か
。
最
初
は
寒
さ
で
元
気
の
な

か
�
た
野
菜
た
ち
も
、
太
陽
を
さ
ん
さ
ん

と
浴
び
て
す
く
す
く

成
長
し
て
い
ま
す
。

収
穫
す
る
日
が
待
ち

遠
し
い
で
す
。

(上)(ふ)

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

目
の
見
え
な
い
人
が
使
う
文
字

「
点
字
」
を
学
び
ま
せ
ん
か

　
い
っ
し
ょ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
な
が
ら
、
楽
し
く
頭
の
体
操
を

し
ま
し
ょ
う
。
●
日
時
＝
毎
月
第

２
水
曜
日
午
後
１
時
～
３
時
●
会

場
＝
本
町
分
庁
舎
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
明
窓
会
・
片
桐
（
☎
０
９

０
―
２
２
１
７
―
５
５
４
１
）

世
界
遺
産
を
学
ぶ
会

会
員
募
集

　
博
物
館
友
の
会
で
は
、
評
論
家

●
募
集
人
数
＝
若
干
名
●
応
募
資

格
＝
満
20
歳
以
上
で
信
濃
川
・
魚

野
川
に
接
す
る
機
会
が
あ
り
、
河

川
愛
護
に
関
心
の
あ
る
人
で
、
河

川
か
ら
お
お
む
ね
５
㎞
以
内
に
住

の
故
小
汀
利
得
氏
の
秘
書
を
務
め

た
こ
と
も
あ
る
阿
部
洋
輔
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、研
究
グ
ル
ー
プ
﹃
世

界
遺
産
を
学
ぶ
会
﹄
を
発
足
し
ま

す
。
い
っ
し
ょ
に
日
本
の
世
界
遺

産
14
件
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
●
日

時
＝
土
曜
日
午
前
10
時
～
（
月
１

回
）
※
第
１
回
は
６
月
19
日
㈯
（
次

回
は
当
日
決
定
）
●
年
会
費
＝
１
、

０
０
０
円
※
博
物
館
友
の
会
会
員

に
限
る
。
入
会
す
る
場
合
は
１
、

０
０
０
円
が
別
途
必
要
●
会
場
・

申
込
み
・
問
合
せ
＝
博
物
館
（
☎

７
５
７
―
５
５
３
１
）

松
代
観
音
祭
（
７
月
₁₈
日
㈰
）

打
上
花
火
募
集

　
夜
空
に
あ
な
た
だ
け
の
花
を
咲

か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
●
種
類
＝

４
号
玉
～
ス
タ
ー
マ
イ
ン
●
価
格

＝
７
、
５
０
０
円
～
●
申
込
み
・

　土砂災害に 
注意しましょう！

　がけ崩れや地滑り、土石流などの災害は、一瞬で尊い命や貴重な財産を奪い、

甚大な被害を及ぼします。次の①〜③は、災害が起こる前の危険信号です。

　　①雨が長く降り続くときや大雨のとき

　　②川の水や井戸水、わき水の量が変化したり、濁りだしたりする

　　③山や土地に亀裂が生じたり、山から石が落ちてきたりする

　危険を感じたら早めに指定された場所へ避難し、災害が起きたらすぐに110番

か119番へ通報してください。県と新潟地方気象台から発表される土木災害警戒

情報も避難行動の目安にしましょう。日ごろから天候情報を確認するとともに、

家族や地域ぐるみで山崩れのおそれがある場所や避難場所について話し合い、危

険がないときに確認しておきましょう。異常な所を見つけたら近付かず、すぐに

連絡してください。

◆連絡・問合せ　

【河川や道路に関すること】　建設課維持係　☎757-9932または各支所農林建設課

【山や農地に関すること】　農林課林政農災係　☎757-9917

地
域

物　　　件 間 取 り 家賃（月）
募集
戸数

十
日
町

谷内丑
住宅

（世帯用）

昭和59年度建築
鉄筋コンクリート

３階建

６帖２室、
4.5帖１室、

DK

16,800円　
〜25,000円

１戸

松
代

下町第２
住宅

（世帯用）

平成８年度建築
木造高床３階建

11帖１室、
６帖１室、

LDK
48,000円 １戸

６月は土砂災害防止月間
６月30日㈬まで山地災害防止

キャンペーン実施中！

ん
で
い
る
人
（
５
㎞
以
上
で
も
活

動
で
き
る
人
な
ら
可
）
●
業
務
内

容
＝
信
濃
川
・
魚
野
川
に
か
か
わ

る
河
川
愛
護
活
動
や
地
域
情
報
な

ど
を
報
告
（
月
１
回
の
定
期
報
告

と
随
時
報
告
）
※
報
告
は
公
開
す

る
場
合
あ
り
●
任
期
＝
７
月
１
日

～
23
年
６
月
30
日
（
１
年
間
）
●

手
当
＝
月
額
４
、
５
８
０
円
●
応

募
方
法
＝
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
応

＝
１
次
試
験
（
教
養
試
験
、
適
性

試
験
、
作
文
試
験
）

：

９
月
５
日

㈰
、
２
次
試
験
（
人
物
試
験
、
身

体
検
査
）

：

１
次
試
験
合
格
通
知

書
で
指
定
す
る
日
●
試
験
地
＝
新

潟
市
、
長
岡
市
ほ
か
●
受
験
申
込

書
請
求
＝
最
寄
り
の
税
務
署
、
関

東
信
越
国
税
局
、
人
事
院
関
東
事

務
局
●
提
出
＝
第
１
次
試
験
地
を

管
轄
す
る
人
事
院
地
方
事
務
局
●

問
合
せ
＝
関
東
信
越
国
税
局
人
事

第
二
課
試
験
係
（
☎
０
４
８
―
６

０
０
―
３
１
１
１
）

　
不
用
に
な
っ
た
着
物
や
半
端

布
（
正
絹
・
綿
の
み
）
を
キ
ル
ト

展
で
活
用
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
細

か
く
切
る
の
で
返
却
は
で
き
ま
せ

ん
。
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月

30
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
観
光
交

流
課
（
☎
７
５
７
―
３
１
０
０
）

※
送
付
前
に
要
電
話

着
物
・
半
端
布
を

ゆ
ず
�
て
く
だ
さ
い

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
期
間
＝
６
月
11
日
㈮
～
25

日
㈮
※
申
込
み
条
件
の
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
都
市
計
画
課
建
築

住
宅
係
（
☎
７
５
７
―
９
９
３
５
）

問
合
せ
＝
６
月
21
日
㈪
ま
で
に
松

代
観
音
祭
実
行
委
員
会
（
☎
５
９

７
―
２
０
０
６
）

　市では、手づくりのセミナーの企画・運営を委託する『女

性を中心としたグループ（団体）』を募集します。皆さんが

地域に発信したいテーマなら、まちづくりや子育て、福祉、

介護、健康、教育、環境など自由です。

※男女共同参画社会の実現に反しないこと、営利を目的とし

　たものでないことが条件です

●事業期間：７月〜23年２月　　●委託料：上限20万円

●応募方法：希望するグループは、企画政策課や公民館など

　に用意してある応募用紙または任意の様式に、グループ名・

　代表者の住所・氏名・連絡先・グループPR・セミナーのテー

　マ・概算事業費を記入して提出（FAX、メールも可）

●応募・問合せ：企画政策課協働推進係　☎757-3693

　FAX752-4635　メール t-kikaku@city.tokamachi.lg.jp

地域でセミナーを開催する
女性グループを募集します

～22年度十日町市男女共同参画推進委託事業～

　
来
日
外
国
人
を
雇
用
・
就
労
さ

無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
。
●
相
談

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時
（
７
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
は
午

前
10
時
～
午
後
５
時
）
●
相
談
・

問
合
せ
＝
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
相
談
専
用
電
話
（
☎
０
１
２
０

―
０
０
７
―
１
１
０
）

　
期
間
中
は
法
務
局
職
員
や
人
権

擁
護
委
員
が
、
い
じ
め
や
虐
待
な

ど
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
電
話

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
は

寄付ありがとう ５月25日届出分
まで（敬称略）

●とおかまち応援寄附金へ＝西野和之（駅

通り）西野真奈美（駅通り）高橋園子（新

潟市）原蜜（東京都町田市）

●地域福祉基金へ＝十日町歌謡クラブ

（100,000円）

●交通遺児等援助基金へ＝十日町オートク

ラブスポーツ（40,000円）

●上下水道局ほかへ＝㈱ファーストブルー

ム（埼玉県さいたま市・有害化学物質

処理剤）

●公民館へ＝三神流水和会（190,823円）

●情報館へ＝広田克弘（小原）小林崇（新

座４−２）斉木リャウ（北鐙坂２）蕪

木健一（本町６−１）佐藤一善（松之山）

大島康広（水野町）志賀隆弘（上川手）

　中嶋照子（新座１）ホープ歯科クリニッ

ク（寿町２）高橋健男（見附市）相澤

直人（燕市）上川手集落

せ
る
場
合
、
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）

や
外
国
人
登
録
証
明
書
な
ど
で
在

留
期
間
や
在
留
資
格
を
確
認
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。「
短
期
滞
在
」

な
ど
の
就
労
資
格
の
な
い
来
日
外

国
人
や
不
法
滞
在
の
外
国
人
を
雇

用
・
就
労
さ
せ
た
場
合
、
３
年
以

下
の
懲
役
も
し
く
は
３
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
●
電
話
相
談
・
問

合
せ
＝
十
日
町
警
察
署
（
☎
７
５

２
―
０
１
１
０
）

募
用
紙
希
望
」
と
記
入
し
送
付
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
15
日
㈫

ま
で
に
〒
９
４
０
―
０
０
９
８
長

岡
市
信
濃
１
―
５
―
30
信
濃
川
河

川
事
務
所
占
用
調
整
課
「
河
川
愛

護
モ
ニ
タ
ー
募
集
」
係
（
☎
０
２

５
８
―
32
―
３
２
６
８
）

不
法
滞
在
の
外
国
人
を

雇
用
す
る
と
処
罰
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

６
月
2₈
日
㈪
～
７
月
４
日
㈰

は
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

強
化
週
間
で
す

放
送
大
学
₁0
月
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
で
授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で

す
。
詳
し
い
資
料
を
無
料
送
付
し

ま
す
の
で
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
●
募
集
学
生
の
種

類
＝
【
教
養
学
部
】
科
目
履
修
生

（
６
か
月
在
学
）、選
科
履
修
生
（
１

年
在
学
）、
全
科
履
修
生
（
４
年

以
上
在
学
、
学
士
習
得
を
目
指
す
）

【
大
学
院
】
修
士
科
目
生
（
６
か

月
在
学
）、
修
士
選
科
生
（
１
年

在
学
）
●
受
付
締
切
り
＝
８
月
31

日
㈫
●
資
料
請
求
・
問
合
せ
＝
放

送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
５
―
２
２
８
―
２
６
５
１
）

26市報とおかまち　平成22年6月10日号

お知らせ・ガイド
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



江
戸
時
代
と
恐
竜
時
代
を
合
体

さ
せ
ま
し
た
。
恐
竜
が
お
城
を
食

べ
て
い
る
と
こ
ろ
や
鳥
の
恐
竜
が

空
を
飛
ん
で
い
る
と
こ
ろ
な
ど
を

き
れ
い
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

佐
藤
　
秀
し
�
う

介す
け

さ
ん
（
５
年
）

先祖代々伝わる

　大切なお肉が恐竜に！

ハ
ム
く
ん
の
体
の
白
い
所
を
ち

ゃ
ん
と
ぬ
っ
た
り
、
色
が
重
な
ら
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
た
。
雲
の

上
に
行
く
の
が
分
か
る
よ
う
に
風
圧

を
く
ふ
う
し
て
描
き
ま
し
た
。

西
潟
　
弘こ
う

甚じ
ん

さ
ん
（
６
年
）

雲の巣遊園地へGO

　

な
な
い
ろ
と
ん
ぼ　

　
　
　
　
　
　

あ
そ
ん
で
る

米持　匠
たくみ

さん（１年）
いねかりのとき、いっぱいとんぼがとんでいました。おとうさんとんぼをさがしていたら、ふしぎなとんぼがゆうがたとんでいたようすをかきました。

　

い
ろ
い
ろ　

ち
ょ
う
ち
ょ

　
　
　
　

う
れ
し
い　

は
る

西潟　若
わか

菜
な

さん（１年）

　はるらしさをイメージしてちょっ

ときれいにしてみました。とくにそ

らをぬるのにくろうしたけど、とて

もきれいにできたとおもいます。

■ 人　口  60,325人（－52） 男  29,503人（－33）  女  30,822人（－19）
■ 世帯数  20,055世帯（－１） ５月末現在（　）は前月からの増減市民の動き

60

奴
奈
川
小
学
校

　

き
れ
い
な
雪
が

　
　
　
　
　
　

ふ
っ
て
き
た

ペンギンが雪のなかであそんでい
るところをかきました。ペンギンのか
らだをきりぬくのがたいへんだったけ
ど、じょうずにできてよかったです。

西潟　史
し ゅ う か

有香さん（２年）

　

楽
し
い
遠
足

つり池に遠足にいったときのよう
すをかきました。みんなが歩いてい
るようすが分かるように、手や足を
くふうしてかきました。

若山　優
ゆう

菜
な

さん（３年）
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